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て
、
そ
れ
ら
夫
々
の
内
容
を
内
在
的
に
解

明
す
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
、
先
ず
も
っ

て
、
本
稿
で
は
①
の
書
簡
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
し
た
。
最
初
に
こ
の
書
簡
の
複
写

を
、
次
い
で
そ
の
解
読
文
を
掲
げ
、
さ
ら

に
こ
の
書
簡
の
要
点
に
つ
い
て
、
関
連
史

料
を
活
用
し
な
が
ら
、
実
証
的
に
聊い
さ
さか
論

究
し
た
く
思
う
。

　

①
は
世
耕
先
生
が
ベ
ル
リ
ン
到
着
の
約

二
週
間
後
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

内
容
か
ら
し
て
山
岡
先
生
宛
ベ
ル
リ
ン
発

信
の
最
初
の
書
簡
で
あ
り
、
し
か
も
ド
イ

ツ
を
襲
っ
た
未
曽
有
の
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
猖し

ょ
う
け
つ獗を
極
め
て
い
た
時

期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
封
筒
は

縦
約
十
一
・
二
セ
ン
チ
、
横
約
十
六
・
四
セ

ン
チ
～
約
十
八
・
三
（
左
端
が
千
切
ら
れ

て
開
封
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の
横
幅
は
も

う
少
し
大
で
あ
ろ
う
）
で
あ
り
、
便
箋
は

縦
約
十
九
・
五
セ
ン
チ
、
横
約
三
一
セ
ン

チ
で
、
表
面
の
冒
頭
部
に
「
（
１
）」、
裏

面
の
冒
頭
部
に
「（
２
）」
と
記
さ
れ
、夫
々

の
面
に
通
信
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
当
時

の
ド
イ
ツ
の
経
済
状
態
を
反
映
し
て
、
封

筒
も
便
箋
も
紙
質
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、

文
字
は
青
イ
ン
ク
を
用
い
て
ペ
ン
で
記
さ

れ
て
い
る
。
封
筒
の
表
面
の
右
下
に
切
手

が
貼
付
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
先
ず
封
筒
の
表
面
・
封
筒
の
裏

面
・
便
箋
の
表
面
・
便
箋
の
裏
面
の
複
写

と
そ
れ
ぞ
れ
の
解
読
文
（
出
来
る
だ
け
原

文
通
り
に
し
て
い
る
）
を
掲
げ
、
し
か
る

後
に
こ
の
書
簡
の
持
つ
意
味
に
些い

さ
さか
触
れ

て
み
た
い
。

習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の

「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」（
山
岡
先
生
の

令
孫
に
よ
る
寄
贈
）
に
は
、
約
三
〇
〇
〇

点
に
も
及
ぶ
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
赴
い
て
、
こ
れ
を
精
査
し

た
結
果
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
非

常
に
重
要
な
一
次
史
料
を
発
見
し
て
採
取

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
は
、
世
耕
先
生
が
ベ
ル
リ
ン
留
学

中
に
山
岡
先
生
宛
に
発
信
さ
れ
た
、
以
下

の
四
通
の
書
簡
で
あ
る
。

　

①　

一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
付
書
簡

（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の

整
理
番
号H

172

）

　

②　

同
年
十
一
月
十
九
日
付
書
簡（「
山

岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の
整
理

番
号H

173

）４

　

③　

一
九
二
四
年
十
月
十
日
付
書
簡

（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の

整
理
番
号H

174

）５

　

④　

同
年
十
月
十
一
日
付
書
簡
（「
山

岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の
整
理

番
号H

175

）６

　

ベ
ル
リ
ン
留
学
中
の
世
耕
先
生
の
御
動

静
を
伝
え
る
一
次
史
料
は
、
従
来
未
発
見

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
四
通
の
書
簡
を

発
見
出
来
た
こ
と
は
、
そ
の
意
義
が
頗す
こ
ぶる

大
き
い
と
言
え
る
。
先
般
、
こ
の
四
通
の

書
簡
を
解
読
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
発
信

当
時
の
ド
イ
ツ
の
歴
史
的
状
況
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　

１

　

山
岡
萬
之
助
（
一
八
七
六
～
一
九
六
八
）

先
生
（
以
下
、
山
岡
先
生
と
略
す
）
は
、

周
知
の
ご
と
く
、
世
耕
弘
一
先
生
（
以
下
、

世
耕
先
生
と
略
す
）
の
日
本
大
学
で
の
恩

師
で
あ
り
、「
日
本
大
学
留
学
生
」
１ 

と
し

て
の
世
耕
先
生
の
ド
イ
ツ
派
遣
決
定
に
関

わ
っ
た
人
物
と
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
先
ず

山
岡
先
生
の
略
歴
の
一
端
に
触
れ
れ
ば
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
山
岡
先
生
は
日
本

大
学
の
前
身
た
る
日
本
法
律
学
校
を
卒
業

し
、
判
事
、
さ
ら
に
検
事
と
な
っ
て
敏
腕

を
振
る
い
、
在
独
研
究
（
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大

学
で
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
）
を
経
た

後
は
、司
法
省
参
事
官
・
同
省
監
獄
局
長
・

同
省
刑
事
局
長
な
ど
の
顕
職
を
歴
任
し

た
２
。
他
方
、
山
岡
先
生
は
公
務
の
傍
ら

で
日
本
大
学
に
出
講
し
、
明
治
四
三

（
一
九
一
〇
）
年
に
は
日
本
大
学
教
授
と

な
り
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
同
大

学
学
監
、
同
五
年
に
同
大
学
理
事
、
同

十
二
年
に
同
大
学
学
長
と
な
り
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
か
ら
同
二
一
年
ま
で
は

同
大
学
総
長
を
務
め
た
３
。
そ
の
た
め
、

世
耕
先
生
の
御
業
績
を
考
究
す
る
上
で

も
、
近
畿
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
阪
専
門

学
校
・
大
阪
理
工
科
大
学
の
歴
史
を
探
究

す
る
上
で
も
、
日
本
大
学
の
中
心
人
物
と

し
て
の
山
岡
先
生
に
関
す
る
史
料
の
調
査

は
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
学

　

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員　

荒
木　

康
彦

世
耕
弘
一
先
生
の
山
岡
萬
之
助
先
生
宛

　

一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
付
書
簡
（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）
に
つ
い
て
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大
日
本
東
京
市
牛
込
区

富
久
町

　

山
岡
萬
之
助

　
　
　
　
　

先
生

Herrn M.Yamaoka
Tokiyo,Japan 

　

在
獨
逸
伯
林

　
　

日
本
大
使
館
気
付

　
　
　
　
　

世
耕
弘
一
拝

十
一
月
弐
日

K.Sekoh
Japanische Botschaft
Berlin,Deutschland

〔封筒の表面〕

〔封筒の裏面〕
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〔
便
箋
の
表
面
〕

⑴　

先
生
へ　

十
一
月
二
日　
　

在
伯
林　
　
　
　
　

弘
一
拝

謹
啓
先
生
に
御
健
康
専
々
一
奉
祈
候
之
れ
門
下
生
一
同
同
様
に
て
願
ふ
事

に
有
之
候
母
校
震
火
之
報
上
海
著
港
之
節
拝
聞
候
間
此
の
儘
留

学
中
止
下
船
先
生
の
膝
下
馳
せ
参
し
何
か
の
御
用
勤
め
す
べ
き
か

又
は
留
学
す
べ
き
か
と
色
々
煩
悶
仕
候
然
れ
と
も
色
々
思
案
の
末
母

校
か
難
に
心
引
か
れ
つ
つ
も
留
学
の
目
的
達
す
る
事
に
決
心
し
断
然

出
発
入
獨
仕
候
何
卒
此
の
儀
心
中
御
了
察
の
上
格
別
の
御
仁
恕
奉

願
候

入
獨
後
新
聞
紙
は
私
立
大
学
再
建
見
込
な
く
聨
立
の
私
立
大
学
建
立

の
儀
あ
り
と
か
色
々
悲
観
的
の
記
事
掲
載
有
之
候
然
し
我
日
本
大
学
に
於

先
生
の
御
出
に
な
る
以
上
天
幕
張
り
に
て
も
開
校
あ
る
べ
し
と
心
密

に
期
待
有
之
候
然
れ
と
も
東
京
の
震
火
意
外
に
大
な
る
に
付
此
の

事
す
ら
案
し
申
候
折
柄
突
然
日
本
人
倶
楽
部
に
於
て
日
本

大
学
小
石
川
及
九
段
に
於
て
開
校
す
と
の
朝
日
新
聞
記
事
を

拝
見
実
際
あ
の
時
位
嬉
し
き
事
無
之
人
前
も
憚
か
ら
ず

思
は
ず
母
校
万
歳
先
生
万
歳
を
と
な
へ
申
候

母
校
の
隆
盛
先
生
の
御
健
勝
此
の
上
と
も
に
奉
願
候

当
獨
逸
の
國
状
日
々
に
変
化
し
マ
ー
ク
の
如
き
小
生
十
月
十
七
日
入
獨
之

当
時
は
一
ポ
ン
ド
に
對
し
四
十
ミ
（
一
ミ
リ
ヤ
ー
ド
は
十
億
マ
ー
ク
）

リ
ヤ
ー
ド
な
り
し
に
其
の
後
急
落

に
急
落
を
重
ね
一
ポ
ン
ド
に
對
し
今
朝
の
如
き
四
千
ミ
リ
ヤ
ー
ド

と
な
り
今
夕
又
八
千
ミ
リ
ヤ
ー
ド
と
相
成
申
候
僅
か
に
半
月
間

に
此
の
変
動
に
有
之
萬
事
又
如
斯
御
座
候
（
数
の
計
算
八
千
ミ
リ
ヤ
ー
デ〔
ド
〕を

八
ビ
リ
ヨ
ン
と
申
居
候　
　
　
　
　

）

現
下
の
聨
立
内
閣
又
倒
れ
近
日
新
し
き
内
閣
組
織
の
由
伝
聞
仕
候

聨
立
内
閣
に
於
て
如
斯
今
後
の
内
閣
何
れ
に
依
る
や
と
う
わ
さ
有

之
候

物
價
目
下
の
處
小
生
在
京
中
の
日
本
の
物
價
と
大
差
無
之
候
迄
に
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〔
便
箋
の
裏
面
〕

⑵
一
般
平
均
し
て
上
り
申
候

　

食
料
品
の
不
賣
時
に
行
は
れ
一
般
的
革
命
説
盛
ん
に
傳
聞
有
之
候
と
も

　

一
般
の
即
ち
全
体
的
の
革
命
不
可
能
な
る
べ
く
若
し
あ
る
と
せ
は
革
命
前
各
州
の

　

分
立
独
立
後
の
事
を
想
像
仕
候
目
下
の
状
態
よ
り
各
州
各
々
獨
立
運
動

　

の
成
功
は
可
能
と
奉
存
候
然
し
本
年
末
の
全
体
的
革
命
を
案
し
日
本
人

　

及
其
他
の
外
人
は
日
々
多
数
出
獨
仕
り
有
之
候
小
生
在
獨
の
目
的
は
現
下
の
混
乱

　

状
態
の
政
事
の
実
際
及
経
済
状
態
を
見
る
事
が
過
半
留
学
の
用
件
と

　

〇
〇
〇
心
得
候
間
小
生
の
首
取
り
に
来
る
迄
在
獨
し
革
命
あ
ら
ば
革
命
の

　

事
情
や
手
段
等
親
し
く
〇
実
見
す
る
考
へ
に
有
之
候

　

何
れ
に
し
て
も
獨
語
速
成
の
必
要
有
之
目
下
教
師
に
付
複
習
有
之
候

　

革
命
ま
で
に
は
間
に
合
す
べ
く
夜
に
日
に
續
ぎ
て
努
力
有
之
候

　

色
々
調
査
有
之
候
も
未
だ
御
報
導
す
る
に
不
至
後
日
御
報

　

申
上
度
候

　

先
生
の
御
健
康
を
祈
り
つ
つ
筆
と
め
申
候　

匆
々
頓
首
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へ
日
本
食
堂
も
設
け
て
」
⓫ 

い
た
。
ベ
ル

リ
ン
在
住
の
日
本
人
は
こ
こ
を
「
日
本
人

倶
楽
部
」
と
呼
び
⓬
、
よ
く
利
用
し
て
お

り
、
殊
に
「
日
本
の
新
聞
」
を
閲
覧
す
る

者
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
⓭
。
こ
の
「
獨

逸
日
本
人
會
」
は
一
九
二
三
年
に
創
立
さ

れ
、
当
時
は
ビ
ュ
ロ
ー
（Bülow

）
通
り

二
番
に
あ
っ
た
⓮
。
ベ
ル
リ
ン
の
南
西
部

は
、
こ
の
当
時
、
日
本
人
の
多
く
住
む
地

域
で
あ
り
、「
獨
逸
日
本
人
會
」
も
そ
の

地
域
に
あ
り
、
世
耕
先
生
の
下
宿
の
ヴ
ィ

ル
デ
（W

ilde

）
家
の
あ
る
ヒ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
（H

indenburg

）
通
り
⓯
も
そ
の

地
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
耕
先
生
は
研

究
の
合
間
に
「
日
本
人
倶
楽
部
」
を
訪
わ

れ
、
そ
こ
に
備
え
付
け
ら
れ
た
日
本
の
新

聞
を
読
み
、
日
本
の
様
子
を
知
ろ
う
と
し

て
お
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
簡
で

言
及
さ
れ
て
い
る
朝
日
新
聞
掲
載
の
記
事

が
、
具
体
的
に
何い

つ時
刊
行
さ
れ
た
も
の
に

掲
載
さ
れ
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
分

ら
な
い
。
こ
れ
も
今
後
の
研
究
課
題
と
し

た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　

４

　

さ
ら
に
、（
三
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
書
簡
に
お
け
る
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お

け
る
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
世
耕
先
生
の
言
及
は
非
常
に
犀
利

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
留
学
に
際
し
、
日
本

大
学
か
ら
命
じ
ら
れ
た
専
攻
科
目
と
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

世
耕
先
生
は
「
日
本
大
学
留
学
生
」
と
し

て
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、

留
学
発
令
当
時
の
日
本
大
学
側
の
文
書
は

見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
条
件

　
　
　
　
　
　

２

　

こ
の
書
簡
の
通
信
文
の
要
点
は
、
以
下

の
五
点
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
世
耕
先
生
は
、
上
海
到
着
の
折
に
、

関
東
大
震
災
で
日
本
大
学
も
焼
失
し
た
こ

と
を
知
り
、
帰
国
す
べ
き
か
留
学
す
べ
き

か
、
大
い
に
迷
っ
た
が
、
断
固
と
し
て
留

学
す
る
こ
と
に
決
し
た
こ
と
。

（
二
）
日
本
大
学
の
再
建
に
つ
い
て
心
配

し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
に
入
国
後
に
、
ベ

ル
リ
ン
の
日
本
人
倶
楽
部
で
日
本
大
学
再

建
に
つ
い
て
の
記
事
を
朝
日
新
聞
で
読

み
、
大
感
激
し
た
こ
と
。

（
三
）
こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
の
経
済
事
情

に
つ
い
て
は
、
特
に
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
詳
し
く
触
れ

ら
れ
、
ド
イ
ツ
に
入
国
さ
れ
た
頃
の
十

月
十
七
日
の
為
替
レ
ー
ト
は
一
ポ
ン
ド

四
〇
〇
億
マ
ル
ク
、
十
一
月
二
日
朝
に
は

一
ポ
ン
ド
四
兆
マ
ル
ク
、
同
日
夕
方
に
は

一
ポ
ン
ド
八
兆
マ
ル
ク
と
い
う
超
急
激
な

変
化
で
あ
る
こ
と
。

（
四
）
こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
の
政
治
情
勢

に
触
れ
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
連
立
内
閣
の

倒
壊
不
可
避
で
次
期
内
閣
の
政
党
基
盤
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
全
体
的
革

命
は
不
可
能
で
あ
る
も
の
の
各
州
の
独
立

運
動
は
成
功
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

（
五
）　

ド
イ
ツ
の
危
機
的
な
経
済
や
革
命

的
な
政
治
の
状
況
を
見
る
の
が
、
留
学
の

目
的
で
あ
る
の
で
、
命
を
落
と
す
ま
で
そ

れ
を
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
そ
の
考

察
た
め
に
ド
イ
ツ
語
の
速
成
が
必
要
な
の

で
、
日
夜
そ
れ
に
励
ん
で
い
る
こ
と
。

　

こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
注
意
を
要
す
る
こ

と
は
、
封
筒
の
裏
側
や
書
簡
の
冒
頭
に

十
一
月
二
日
と
月
日
は
記
さ
れ
て
い
る

が
、
年
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
封

筒
の
表
側
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
切

手
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
欠
落
し

て
い
て
消
印
が
確
認
出
来
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
書
簡
が
記
さ
れ
た
年
や
投

函
さ
れ
た
年
は
直
接
知
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
だ
が
、
右
記
の
（
一
）・（
三
）
か

ら
一
九
二
三
年
の
こ
と
と
確
定
で
き
る
。

そ
れ
故
、
こ
の
書
簡
が
記
さ
れ
た
の
は

一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
で
あ
る
と
確
定

出
来
る
の
で
あ
り
、
投
函
日
も
同
日
か
そ

の
直
後
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
。
②
・
③
・

④
の
書
簡
の
場
合
、
封
筒
に
貼
付
さ
れ
た

切
手
が
失
わ
れ
ず
に
残
っ
て
お
り
、
消
印

か
ら
投
函
場
所
が
ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ィ
ル

マ
ー
ス
ド
ル
フ
（W

ilm
ersdorf

）
地
区

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
後
に
触
れ
る
よ

う
に
世
耕
先
生
の
下
宿
が
あ
っ
た
ヒ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
（H

indenburg

）
通
り
は
こ
の

地
区
に
属
し
て
い
た
。
故
に
、
こ
の
①
の
書

簡
も
投
函
場
所
は
ヴ
ィ
ル
マ
ー
ス
ド
ル
フ

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
書
簡
や
他
の
三
通
の
書
簡

も
、
封
筒
に
記
さ
れ
て
い
る
世
耕
先
生
の

ア
ド
レ
ス
は
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
日
本

大
使
館
気
付
と
な
っ
て
い
る
。
山
岡
先
生

か
ら
の
返
信
な
ど
が
来
た
場
合
、
日
本
大

使
館
気
付
に
し
た
方
が
安
全
か
つ
確
実
で

あ
る
と
い
う
判
断
が
働
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
日
本
大
使
館
の

別
館
の
事
務
所
（
ア
ー
ホ
ル
ン
〔A

horn

〕

通
り
一
番
）
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
日

本
人
宛
に
届
い
た
書
簡
が
置
か
れ
お
り
７
、

自
分
宛
の
書
簡
を
捜
し
に
日
本
人
は
来
て

い
た
よ
う
で
あ
る
８
。　
　

　
　
　
　
　
　

３

　

先
に
纏
め
た
（
一
）
か
ら
（
五
）
ま
で

の
五
点
に
つ
き
、
以
下
少
し
く
論
究
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　

先
ず
（
一
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
東

洋
史
学
者
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～

一
九
三
四
）
の
『
航
歐
日
記
』
に
よ
れ
ば
、

内
藤
が
搭
乗
し
た
伏
見
丸
は
、
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）年
七
月
六
日
に
神
戸
を
発
っ

て
、
同
月
十
日
に
上
海
に
入
港
し
て
い
る
９
。

こ
れ
を
勘
案
す
れ
ば
、
世
耕
先
生
が
搭
乗

さ
れ
た
伏
見
丸
は
大
正
十
二（
一
九
二
三
）

年
九
月
二
日
に
神
戸
港
を
解か

い
ら
ん纜
し
て
い
る

の
で
、
同
月
六
日
に
上
海
に
着
港
し
た
と

言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
世
耕
先
生
が

上
海
到
着
の
際
に
関
東
大
震
災
に
よ
る
日

本
大
学
焼
失
の
詳
報
に
接
し
、
行
こ
う
か

戻
ろ
う
か
と
同
地
で
「
色
々
煩
悶
」
さ
れ

た
の
は
、
同
年
九
月
六
日
の
こ
と
に
な
ろ

う
。
世
耕
先
生
が
搭
乗
さ
れ
た
伏
見
丸
の

上
海
入
港
の
月
日
を
直
截
に
示
す
一
次
史

料
は
ま
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
の
で
、
そ

れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

次
に
（
二
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
世

耕
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
の
時
期
よ
り
や
や

後
の
、
一
九
三
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行

さ
れ
た
野
一
色
利
衛
編『
獨
逸
案
内
』に
よ

れ
ば
、「
獨
逸
日
本
人
會
」（Japanischer

V
erein in D

eutcshland

）
は
「
伯
林
在

住
の
邦
人
よ
り
成
り
」「
官
廳
、
會
社
、

銀
行
、
商
店
等
の
團
体
に
属
す
る
人
々
を

團
体
會
員
」
と
し
、「
留
学
生
、
旅
行
者

を
普
通
會
員
」
と
す
る
も
の
で
⓾
、「
日
本

人
相
互
の
親
睦
を
圖
り
、
常
に
有
益
な
見

學
等
を
催
し
て
」
お
り
、「
日
本
の
新
聞
、

雑
誌
、
碁
、
將
棋
、
麻
雀
、
撞
球
等
を
備
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そ
れ
か
ら
、（
四
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
書
簡
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
当
時
の
ド

イ
ツ
に
お
け
る
政
治
情
勢
を
理
解
す
る
に

は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
、

ま
さ
に
混
沌
た
る
政
治
の
流
れ
を
簡
明
に

整
理
し
て
必
要
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
に

成
立
し
て
一
九
三
三
年
に
終
焉
し
た
ド
イ

ツ
共
和
国
は
、
こ
の
国
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲

法
（
一
九
一
九
年
八
月
公
布
）
に
因
み
、

通
常
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
呼
ば
れ
る
。

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
を
通
じ
左
派
・

中
道
派
・
右
派
の
多
く
の
諸
政
党
が
存
在

し
た
が
、
単
独
過
半
数
を
占
め
た
政
党
は

な
く
、
多
く
の
場
合
は
社
会
民
主
党
・
民

主
党
・
中
央
党
な
ど
の
諸
政
党
が
中
心
と

な
り
連
立
内
閣
を
形
成
し
た
。「
消
極
的
抵

抗
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
ク
ー
ノ
内
閣
を

支
え
た
の
も
中
央
党
・
民
主
党
と
人
民
党

お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
で
あ
っ
た
㉙
。

本
来
的
に
右
派
で
あ
っ
た
国
家
人
民
党
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン

（G
ustav Stresem

ann 1878-1929

）

は
、
し
だ
い
に
民
主
的
な
思
想
に
傾
き
、

共
和
国
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
㉚
。

「
消
極
的
抵
抗
」政
策
が
生
き
詰
ま
り
、ク
ー

ノ
内
閣
が
倒
壊
し
た
後
、
国
家
人
民
党
が

社
会
民
主
党
・
民
主
党
・
中
央
党
と
大
連

合
し
て
、
一
九
二
三
年
八
月
十
三
日
に

シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
が
成
立
し
た
㉛
。

こ
の
連
立
内
閣
の
時
代
に
世
耕
先
生
は
ベ

ル
リ
ン
に
到
着
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の

書
簡
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
、
近
い
内
に
倒

れ
そ
う
な
「
現
下
の
聨
立
内
閣
」
と
は
、

こ
の
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
閣
は

で
派
遣
さ
れ
た
の
か
は
、
従
来
知
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
だ
が
、
世
耕
先
生
の

ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
、日
本
大
学
が「
大

正
十
五
年
一
月
十
九
日
」
付
で
作
成
し
た

文
書
を
「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
の
中

に
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
⓰
。
こ
の
史

料
で
は
「
世
耕
弘
一　

明
治
廿
六
年
三
月

丗
日
生
」
と
し
て
、「
原
籍
」
は
「
和
歌

山
縣
」、「
學
修
セ
ル
學
校
」
は
「
獨
逸
伯

林
大
學
」、「
日
本
大
學
ヨ
リ
ノ
給
費
額
」

は
「
貮
千
七
百
圓
」
で
「
帰
國
旅
費
給
輿

ノ
見
込
」、「
大
阪
朝
日
遣
外
社
員
ト
シ
テ

ノ
給
費
額
」
は
本
人
と
の
直
接
関
係
で
学

校
側
と
し
て
は
「
詳
ナ
ラ
ズ
」、「
選
抜
成

績
」
も
「
不
詳
」、「
学
校
成
績
」
は
「
舊
令
」

（
明
治
三
六
年
公
布
の
「
専
門
学
校
令
」

を
指
す
）
に
よ
る
学
部
卒
業
生
に
て

三
十
二
名
中
「
成
績
優
良
」
で
、「
留
學

ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
専
攻
科
目
」
は
「
経
濟

学
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
右
ノ

通
リ
ニ
候
也
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、
日

本
大
学
印
も
押
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
（
三
）
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、

当
時
の
ド
イ
ツ
の
混
沌
た
る
経
済
事
情
に

つ
き
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
規
定
さ

れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
支
払
い
に
つ

い
て
、
一
九
二
一
年
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
結

果
、一
三
二
〇
億
マ
ル
ク
と
決
定
さ
れ
た
⓱
。

そ
し
て
、
一
九
二
三
年
一
月
に
パ
リ
で
連

合
国
首
相
会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
年
以
降

ド
イ
ツ
が
履
行
す
べ
き
賠
償
金
の
支
払
い

方
法
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
が
、
賠
償
金

取
り
立
て
に
強
硬
な
フ
ラ
ン
ス
側
と
穏
健

な
イ
ギ
リ
ス
側
と
が
厳
し
く
対
立
し
、
こ

の
会
議
は
不
調
に
終
わ
っ
た
⓲
。
フ
ラ
ン

ス
側
は
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
の
賠
償
と
し
て
供

給
さ
れ
る
石
炭
な
ど
の
不
足
を
理
由
に
し

て
、
同
月
十
一
日
に
ベ
ル
ギ
ー
と
と
も
に

ル
ー
ル
地
方
の
軍
事
占
領
を
強
行
し
た
⓳
。

両
国
軍
は
ド
イ
ツ
産
業
の
中
心
部
た
る

ル
ー
ル
地
方
の
工
業
設
備
を
占
領
し
、
石

炭
そ
の
他
の
供
出
を
命
じ
、
租
税
や
公
共

機
関
の
金
庫
な
ど
も
差
し
押
さ
え
た
⓴
。

こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
ク
ー
ノ

（Cuno

）
内
閣
は
、
同
月
十
三
日
に
ル
ー

ル
地
方
の
住
民
に
い
わ
ゆ
る
「
消
極
的
抵

抗
」（passiver W

iderstand

）
を
命
じ

た
㉑
。
占
領
軍
に
対
す
る
ゼ
ネ
・
ス
ト
を

意
味
す
る
、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ

の
経
済
は
深
甚
な
影
響
を
蒙
り
、
紙
幣
が

乱
発
に
乱
発
を
重
ね
ら
れ
、
ハ
イ
パ
ー
・

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
急
激
に
進
行
し
た
㉒
。

一
ド
ル
に
対
す
る
マ
ル
ク
の
為
替
レ
ー
ト

は
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
一
九
一
四
年
七

月
に
は
四
・
二
マ
ル
ク
、
大
戦
後
の

一
九
二
〇
年
一
月
に
は
四
一
・
九
八
マ
ル

ク
で
あ
っ
た
の
に
、
一
九
二
三
年
一
月

三
一
日
に
は
四
九
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、
同
年

十
月
十
一
日
に
は
五
〇
億
六
〇
〇
〇
万
マ

ル
ク
、
そ
し
て
同
年
十
一
月
三
日
に
は

四
二
〇
〇
億
マ
ル
ク
と
な
っ
た
㉓
。
同
年

八
月
十
三
日
に
成
立
し
た
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ

マ
ン
（Stresem

ann

）
内
閣
は
、
九
月

二
六
日
に
「
消
極
的
抵
抗
」
の
打
ち
切
り

を
敢
行
し
、
十
一
月
十
五
日
に
不
動
産
や

商
工
業
資
産
を
基
礎
と
す
る
レ
ン
テ
ン
マ
ル

ク
（Rentenm

ark

）
を
発
行
し
、
一
兆

マ
ル
ク
を
一
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
と
交
換
し

た
㉔
。
か
く
し
て
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
ま
こ
と
に
奇
跡
的
に
収
束
に
向

か
い
、
翌
一
九
二
四
年
十
一
月
に
金
を
本

位
と
す
る
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク

（Reichsm
ark

）
が
導
入
さ
れ
た
㉕
。

　

世
耕
先
生
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
さ
れ
た

一
九
二
三
年
十
月
は
、
右
に
掲
げ
た
対
ド

ル
為
替
レ
ー
ト
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、

ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
急
激

に
進
行
し
て
い
た
時
で
あ
り
、
こ
の
書
簡

が
出
さ
れ
た
同
年
十
一
月
初
め
に
は
そ
れ

が
猖し

ょ
う
け
つ獗を
極
め
て
い
た
時
期
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
世
耕
先
生
は
こ
の

ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
究
極

状
態
を
目
撃
し
た
日
本
人
の
一
人
だ
っ
た

の
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」

に
よ
れ
ば
、
世
耕
先
生
が
下
宿
さ
れ
た

ヴ
ィ
ル
デ
（W

ilde

）
家
は
「
昔
は
軍
隊

へ
服
な
ど
を
納
入
す
る
御
用
商
人
で

あ
っ
た
」
が
、
そ
の
こ
ろ
は
「
そ
の
家
が

一
番
困
っ
て
い
た
と
き
の
よ
う
」
で
、「
水

道
や
電
気
の
料
金
も
満
足
に
払
え
な
い
状

態
で
あ
っ
た
」
㉖
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ル
デ

夫
人
は
、
事
あ
る
毎
に
、
下
宿
人
を
置
く

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
を
嘆
き
悲
し
ん

で
い
た
㉗
。
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
ン
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
の
中
産

層
の
貯
蓄
な
ど
を
無
に
等
し
い
も
の
に
し

て
、
特
に
こ
の
階
層
に
大
打
撃
を
与
え
㉘
、

世
耕
先
生
の
下
宿
先
の
ヴ
ィ
ル
デ
家
の
夫

人
が
悲
嘆
に
暮
れ
た
の
は
こ
う
し
た
経
済

的
背
景
が
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
世
耕
先
生

は
こ
の
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
猛
威
が
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
の
発
行
に

よ
っ
て
劇
的
に
克
服
さ
れ
る
過
程
を
目
撃

さ
れ
て
、
政
府
の
経
済
政
策
の
重
要
性
を

深
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
十
二
月
二
十
日

に
刊
行
さ
れ
た『D

eutsche S
prach

 und 
S

tillehre　

獨

語
並
び
に
文
骵
論
』
と

い
う
労
作
と
し
て
結
晶
し
た
の
で
あ
る
㊹
。

本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、
そ
れ

が
書
か
れ
た
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
㊺
。

　
　

千
九
百
二
十
七
年
の
春

　

獨

ベ
ル
リ
ン
、ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ヒ
街
の

　
　

假
の
宿
に
て　

し
る
す　

こ
こ
で
「
春
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

立
春
（
二
月
四
日
）
か
ら
立
夏
（
五
月
六

日
）
ま
で
の
期
間
を
意
味
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
世
耕
先
生
は
「
ド
イ
ツ
留
学
の

憶
い
出
」
に
お
い
て
帰
国
の
時
期
に
つ
い

て「
日
本
へ
帰
っ
た
の
は
昭
和
二
年
二
月
、

行
く
と
き
は
船
で
あ
っ
た
が
、
帰
り
は
シ

ベ
リ
ヤ
鉄
道
で
ロ
シ
ヤ
を
通
っ
て
帰
っ
て

来
た
。」㊻
と
陳
述
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
二
月
十
七
日
に
ベ
ル

リ
ン
を
発
っ
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し

て
日
本
に
向
か
っ
た
画
家
の
八
木
彩
霞

（
一
八
八
六
～
一
九
六
九
）
は
、
三
月
三

日
に
下
関
に
着
い
て
い
る
㊼
。
つ
ま
り
、

こ
の
時
点
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
た

場
合
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
日
本
ま
で
十
五
日

ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二

月
中
に
帰
国
す
る
に
は
、
遅
く
と
も
ベ
ル

リ
ン
を
同
月
十
四
日
位
ま
で
に
発
た
ね
ば

な
ら
な
い
。
以
上
か
ら
、『D

eutsche 
S

prach
 und S

tillehre　

獨

語
並
び

に
文
骵
論
』
が
脱
稿
し
て
、「
は
し
が
き
」

が
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
二
月
四

日
か
ら
同
月
十
三
日
位
の
間
で
あ
り
、
本

稿
で
取
り
上
げ
た
こ
の
書
簡
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
世
耕
先
生
の
ド
イ
ツ
語
研
究
の
結

事
実
同
年
十
一
月
二
三
日
に
倒
壊
し
㉜
、

中
央
党
を
中
心
に
し
た
民
主
党
・
国
家
人

民
党
・
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
の
連
合
に
よ

り
、
マ
ル
ク
ス
（M

arx

）
内
閣
が
同
月

三
十
日
に
成
立
す
る
の
で
あ
り
㉝
、
そ
れ

が
こ
の
書
簡
に
あ
る
「
新
し
き
内
閣
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。　

　

一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
の
時
点
で

「
現
下
の
聨
立
内
閣
又
倒
れ
近
日
新
し
き

内
閣
組
織
の
由
伝
聞
仕
候
」
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
、
大
い
に
刮
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
以
下
述
べ

る
よ
う
な
経
緯
で
、ま
さ
に
こ
の
日
に「
現

下
の
聨
立
内
閣
」、
即
ち
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ

マ
ン
内
閣
か
ら
連
立
を
組
ん
で
い
た
社
会

民
主
党
の
三
人
の
大
臣
が
桂
冠
し
て
閣
外

に
去
り
㉞
、
倒
閣
の
危
機
が
生
じ
た
か
ら

で
あ
る
。
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
が
フ

ラ
ン
ス
側
の
圧
力
に
屈
す
る
よ
う
な
形
で

「
消
極
的
抵
抗
」
政
策
を
破
棄
し
た
こ
と

は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
諸
州
に
大
き
な
波
紋

を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
ド
イ

ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
は
有
力
な
州
で
、
し
か

も
独
自
性
の
強
い
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の

当
時
の
同
州
で
は
右
翼
的
政
権
が
樹
立
さ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
叢
生
し

た
過
激
な
右
翼
団
体
は
他
州
と
は
異
な
り

抑
制
さ
れ
ず
、
共
和
国
政
府
も
拱
手
せ
ざ

る
を
え
な
い
面
が
あ
っ
た
㉟
。
そ
う
し
た

右
翼
団
体
の
一
つ
で
あ
る
国
民
社
会
主
義

ド
イ
ツ
労
働
者
党
（
通
称
は
ナ
チ
ス
党
）

が
ヒ
ト
ラ
ー
（A

dolf H
itler  1889-

1945

）
の
元
で
党
勢
を
伸
ば
し
て
い
っ

た
。
他
方
、
同
年
、
中
部
ド
イ
ツ
の
ザ
ク

セ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
両
州
で
は
社
会

民
主
党
政
権
が
成
立
し
て
い
た
が
、
そ
の

い
ず
れ
に
も
共
産
党
員
が
入
閣
す
る
こ
と

に
な
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
一
九
一
九
年

に
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
）
が

こ
の
両
州
で
革
命
を
起
そ
う
と
い
う
動
き

を
示
し
た
。
十
月
に
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン

内
閣
は
、
両
州
に
お
け
る
か
か
る
動
き
に

は
断
固
た
る
態
度
で
臨
み
、
そ
れ
ら
を
制

圧
し
た
㊱
。
社
会
民
主
党
は
、
こ
の
両
州

の
み
に
厳
し
い
対
処
を
し
た
シ
ュ
ト

レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
に
不
満
を
持
ち
、
前
述

の
ご
と
く
、
十
一
月
二
日
に
連
立
政
権
か

ら
離
脱
し
た
の
で
あ
る
㊲
。
ま
た
、
こ
の

十
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
策
動
に
よ
る
ラ
イ

ン
地
方
独
立
の
動
き
も
あ
っ
た
が
、
鎮
圧

さ
れ
た
し
㊳
、
同
月
末
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク

市
で
は
共
産
党
の
蜂
起
も
起
こ
っ
た
㊴
。

他
方
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
に
よ
る

「
消
極
的
抵
抗
」
政
策
の
破
棄
に
対
す
る

右
翼
勢
力
の
反
発
も
極
限
に
達
し
、
十
一

月
八
日
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

臨
時
政
府
樹
立
を
宣
言
し
、
翌
九
日
に
武

装
デ
モ
を
敢
行
し
た
（「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一

揆
」）㊵
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
は
警
官
隊

に
鎮
圧
さ
れ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
逮
捕
・
収

監
さ
れ
た
㊶
。
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣

は
か
く
し
て
国
内
政
治
の
分
裂
を
回
避

し
、
十
一
月
十
五
日
の
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク

導
入
に
よ
り
国
内
経
済
の
再
建
の
道
を
拓

い
た
も
の
の
、
先
述
の
よ
う
に
社
会
民
主

党
の
支
持
が
失
わ
れ
た
の
で
、
こ
の
書
簡

で
「
現
下
の
聨
立
内
閣
又
倒
れ
」
そ
う
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
一
月

二
三
日
に
倒
閣
し
た
の
で
あ
る
。　

　
「
革
命
」
や
各
州
に
お
け
る
「
独
立
運

動
」
に
関
す
る
こ
の
書
簡
に
お
け
る
言

及
は
、
右
に
具
体
的
に
述
べ
た
よ
う
な
、

一
九
二
三
年
十
月
か
ら
十
一
月
初
め
に
か

け
て
の
危
機
的
な
ド
イ
ツ
の
政
治
状
況
を

踏
ま
え
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

世
耕
先
生
は
か
く
し
て
議
会
制
民
主
政
治

の
冷
厳
な
側
面
も
観
察
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

し
、
穏
健
な
自
由
主
義
の
政
治
家
と
し
て

の
世
耕
先
生
の
そ
の
後
の
御
活
動
に
想
い

輸い
た

す
な
ら
ば
、
遠
雷
の
如
く
不
気
味
に
轟

く
ヒ
ト
ラ
ー
の
全
体
主
義
的
な
動
き
に
も

危
惧
を
以
っ
て
考
察
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と

拝
察
さ
れ
、
甚
だ
意
味
深
い
。　
　

　
　
　
　
　

６

　

さ
ら
に
（
五
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

世
耕
先
生
の
ド
イ
ツ
語
研
究
に
つ
い
て

は
、「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」
に
お
い

て
、
関
連
す
る
陳
述
が
見
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
世
耕
先
生
は
恩
師
の
プ
リ
ル
ー

（Em
il Prill 1867-1940

）
教
授
宅
に
頻

繁
に
出
入
り
し
て
、
同
教
授
か
ら
の
教
え

か
ら
多
く
を
学
び
、「
ド
イ
ツ
を
よ
く
見

て
ゆ
く
こ
と
と
、
ド
イ
ツ
語
を
し
っ
か
り

や
っ
て
お
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
。
ド
イ

ツ
と
い
う
国
と
ド
イ
ツ
語
を
し
っ
か
り
覚

え
て
ゆ
け
ば
、
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
何
年

経
っ
て
も
ド
イ
ツ
の
本
が
読
め
る
だ
ろ

う
。
」
と
い
う
ド
イ
ツ
「
留
学
の
秘
訣
」

を
こ
の
教
授
か
ら
授
か
り
、
留
学
中
は
忠

実
に
そ
れ
を
実
行
し
て
、
大
学
に
行
く
以

外
は
「
主
と
し
て
本
を
読
む
こ
と
を
中
心

に
し
て
」
勉
強
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
㊷
。

「
プ
リ
ル
ー
教
授
か
ら
い
わ
れ
た
、
基
礎

を
し
っ
か
り
や
れ
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
」㊸
、
世
耕
先
生
は
最
終
的
に
は
ド
イ

ツ
語
の
研
究
に
集
中
さ
れ
、
そ
れ
は
留
学

を
終
え
て
帰
国
さ
れ
た
年
、
す
な
わ
ち
昭
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実
し
た
の
は
、
時
満
ち
て
留
学
が
ま
さ
に

終
わ
ら
ん
と
す
る
時
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。　
　

　
　
　
　
　

注

１　
「
大
学
令
」（
大
正
七
年
公
布
・
翌
八

年
施
行
）
に
お
い
て
、
大
学
は
一
定
数

の
専
任
教
員
を
任
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
大
学

は
卒
業
生
を
選
ん
で
海
外
留
学
さ
せ
、

帰
国
後
に
教
員
と
し
て
採
用
す
る
方
途

を
と
っ
た
。
こ
れ
は
実
質
的
に
は
在
外

研
究
員
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

が
、
当
時
は
「
日
本
大
学
留
学
生
」
と

呼
ば
れ
た
。
日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委

員
会
編
『
日
本
大
学
百
年
史
』
第
二

巻
、（
日
本
大
学
発
行　

平
成
十
二
年
）

一
二
四
～
一
二
五
頁
。

２　

そ
の
後
、
山
岡
先
生
は
、
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
に
内
務
省
警
保
局
長

と
な
る
も
、
翌
年
依
願
退
職
し
た
。
昭

和
四
（
一
九
二
九
）
か
ら
同
二
一
年
ま

で
の
間
は
貴
族
院
議
員
も
務
め
、
そ
の

間
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
は
関

東
庁
長
官
も
務
め
た
。
山
岡
先
生
の
官

歴
は
細
島
喜
美
著
『
人
間
山
岡
萬
之
助

傳
』（
講
談
社　

昭
和
三
九
年
）
所
収

の
「
略
歴
譜
」
な
ど
に
依
っ
た
。

３　

そ
の
後
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
に
、
山
岡
先
生
は
日
本
大
学
名
誉
総

長
と
な
っ
て
い
る
。
山
岡
先
生
の
日
本

大
学
で
の
職
歴
も
細
島
喜
美
著
前
掲
書

所
収
の
「
略
歴
譜
」
な
ど
に
依
っ
た
。

４　

関
東
大
震
災
の
際
に
、
監
獄
局
長
山

岡
先
生
が
機
略
に
よ
っ
て
囚
人
の
脱
獄

を
防
止
し
た
と
の
讀
賣
新
聞
掲
載
記
事

を
日
本
人
倶
楽
部
で
見
て
、
嬉
し
か
っ

た
の
で
筆
を
執
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
そ

の
記
事
の
切
り
抜
き
が
同
封
さ
れ
て
い

る
。
調
査
の
結
果
、
そ
れ
は
大
正
十
二

年
九
月
十
四
日
付
の
讀
賣
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

５　

深
川
の
材
木
店
か
ら
の
融
資
が
突
然

断
ら
れ
た
の
で
学
費
が
工
面
で
き
な
い

の
で
、
こ
れ
を
送
っ
て
欲
し
い
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
モ
ス
ク
ワ

ま
で
の
航
空
便
を
利
用
し
た
ロ
シ
ア
経

由
で
送
ら
れ
て
い
る
点
が
、
注
目
さ
れ

る
。
尚
、
こ
こ
で
い
う
深
川
の
材
木
店

と
は
、
曾
て
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
「
大

湊
木
材
」
で
あ
ろ
う
か
。

６　

先
便
を
航
空
便
で
出
し
た
の
で
確
実

に
届
く
か
否
か
不
安
な
た
め
、
先
便
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
書
簡
を
ロ
シ
ア
経
由

の
汽
車
便
で
出
し
た
旨
が
、
こ
の
書
簡

の
追
伸
部
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

７　

和
田
博
文
・
真
鍋
正
宏
・
西
村
将
洋
・

宮
内
淳
子
・
和
田
桂
子
共
著
『
言
語
都

市
・
ベ
ル
リ
ン　

1861
～1945

』（
藤

原
書
店　

平
成
十
八
年
）
三
九
一
頁
。

以
下
、
本
書
は
『
言
語
都
市
・
ベ
ル
リ

ン
』
と
略
称
す
る
。

８　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
渡
欧
し

た
哲
学
者
和
辻
哲
郎
は
、
同
年
四
月

十
八
日
付
妻
宛
書
簡（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）

で
、
同
月
十
六
日
に
「
大
使
館
へ
行
つ

て
」
日
本
か
ら
の
二
通
の
書
簡
を
受
け

取
っ
た
と
記
し
て
い
る
（『
和
辻
哲
郎

全
集
』
第
二
五
巻
〔
岩
波
書
店　

平
成

四
年
〕
二
一
二
頁
。
以
下
、本
書
は
『
和

辻
哲
郎
全
集
』
と
略
書
す
る
。
）
。
大

正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
に
ベ
ル

リ
ン
に
赴
い
た
阿
部
次
郎
も
「
私
は
伯

林
に
ゐ
る
間
、
た
び

く
大
使
館
に
手

紙
を
さ
が
し
に
行
つ
た
。
」
と
「
游
歐

雑
記　

独
逸
の
巻
」（『
阿
部
次
郎
全
集
』

第
七
巻
〔
角
川
書
店　

昭
和
三
六
年
〕

三
五
三
頁
）
に
お
い
て
記
し
て
い
る
。

『
言
語
都
市
・
ベ
ル
リ
ン
』
三
九
一
頁
。

９　

神
田
喜
一
郎
・
内
藤
乾
吉
編
『
内
藤

湖
南
全
集
』
第
六
巻
（
筑
摩
書
房　

昭

和
四
七
年
）
四
七
四
頁
。

⓾　

野
一
色
利
衛
編
『
獨
逸
案
内
』（
歐

洲
月
報
社　

一
九
三
六
年
）
十
九
頁
。

⓫　

前
掲
書
収
録
「
獨
逸
日
本
人
會
」
の

広
告
頁
。

⓬　
『
言
語
都
市
・
ベ
ル
リ
ン
』三
八
七
頁
。

⓭　

和
辻
哲
郎
は
妻
宛
昭
和
二
年
五
月
五

日
付
書
簡
で
同
年
四
月
卅
日
に
「
夕
食

を
た
べ
に
日
本
人
会
に
行
き
、
新
着
の

新
聞
を
少
し
よ
ん
だ
。
大
阪
朝
日
丈
は

十
六
日
迄
の
が
来
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は

中
々
開ア

か
な
い
の
で
読
む
わ
け
に
行
か

な
か
つ
た
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
三
月

中
頃
か
ら
四
月
十
三
日
頃
ま
で
の
、
朝

日
と
毎
日
の
夕
刊
の
つ
ゞ
き
も
の
を
よ

ん
で
帰
つ
て
来
た
。
」
と
述
べ
て
い
る

（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
五
巻
二
三
三

～
二
三
四
頁
）
。

⓮　
『
言
語
都
市
・
ベ
ル
リ
ン
』三
八
七
頁
。

⓯　

桜
門
文
化
人
ク
ラ
ブ
編
『
日
本
大
学

七
十
年
の
人
と
歴
史
』（
第
二
巻　

洋

洋
社　

昭
和
三
六
年
）
収
録
の
世
耕
弘

一
「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」
十
四
～

十
五
頁
。
以
下
、
本
書
は
『
日
本
大
学

七
十
年
の
人
と
歴
史
』（
第
二
巻
）
と

略
称
す
る
。

⓰　

学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵
「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」F-IV

-
16

。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
の
史
学
理
論

に
よ
る
史
料
分
析
に
は
、
こ
こ
で
は
立

ち
入
ら
な
い
。

⓱　

有
澤
廣
巳
著
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国

物
語
』
上
巻
（
東
京
大
学
出
版
会　

昭

和
五
三
年
）
二
三
六
頁
。

⓲　

有
澤
著
前
掲
書
二
八
〇
～
二
八
二
頁
。

⓳　

有
澤
著
前
掲
書
二
八
二
～
二
八
三

頁
。H

rsg.von V
erlag Ploetz,D

er 
G

rosse Ploetz:A
uszug aus der 

Geschichte von den A
nfängen bis 

zur Gegenw
art  ,31.,aktualisierte 

A
uflage,F

reiburg･W
ürzburg 

1991,S.925.

⓴　

林
健
太
郎
著『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』

（
中
央
公
論
社　

昭
和
三
八
年
）
九
七

頁
。
以
下
、
本
書
は
林
『
ワ
イ
マ
ー
ル

共
和
国
』
と
略
称
す
る
。　

㉑　

Ploetz,a.a.O
.,S.925.

林
健
太
郎
編

『
世
界
各
国
史
３　

ド
イ
ツ
史
』（
昭
和

四
二
年
）
二
七
四
頁
。
以
下
、
本
書
は

林
『
ド
イ
ツ
史
』
略
称
す
る
。

㉒　

林
編
前
掲
書
二
七
四
頁
。

㉓　

成
瀬
治
・
山
田
欣
吾
・
木
村
靖
二
一

編
『
世
界
史
体
系　

ド
イ
ツ
史
３
―

１
８
９
０
～
現
在
―
』（
山
川
出
版
社

　

平
成
九
年
）
一
四
七
頁
。
以
下
、
本

書
は
『
世
界
史
体
系　

ド
イ
ツ
史
３
』

と
略
称
す
る
。

㉔　

林
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』
一
〇
四

頁
。Ploetz,a.a.O

.,S.926.

㉕　

林『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』一
〇
五
頁
。

Ploetz,a.a.O
.,S.927.

㉖　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

（
第
二
巻
）
十
五
頁
。
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㉗　

前
掲
書
十
六
頁
。

㉘　

林『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』一
〇
二
頁
。

㉙　
Ploetz,a.a.O

.,S.925.
㉚　

林『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』一
〇
四
頁
。

㉛　

Ploetz,a.a.O
.,S.925. 

林
著
前
掲
書

一
〇
四
頁
。

㉜　

Ploetz,a.a.O
.,S.926.

㉝　

Ploetz,a.a.O
.,S.927.

㉞  H
agen Sculze,W

eim
ar:Deutschland 

1917-1913,Siedler deutsche 
Geschichte Bd.10, Berlin 1994,S.268. 

㉟　

林『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』一
〇
六
頁
。

㊱　

林
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』
一
一
三

～
一
一
四
頁
。

㊲　

林
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』
一
一
四

～
一
一
五
頁
。

㊳　

Ploetz,a.a.O
.,S.926.

林
『
ド
イ
ツ
史
』

二
七
五
頁
。

㊴　
『
世
界
史
体
系　

ド
イ
ツ
史
３
』

一
五
二
頁
。

㊵　

Ploetz,a.a.O
.,S.926. 

林
『
ワ
イ
マ
ー

ル
共
和
国
』
一
一
〇
頁
。

㊶　
『
世
界
史
体
系　

ド
イ
ツ
史
３
』

一
五
三
頁
。Ploetz,a.a.O

.,S.926.

㊷　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

（
第
二
巻
）
十
三
～
十
四
頁
。

㊸　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

（
第
二
巻
）
十
四
頁
。

㊹　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

（
第
二
巻
）
十
四
頁
。

㊺　

世
耕
弘
一
著
『D

eutsche S
prach

   
und S

tillehre　

 

獨

語
並
び
に
文
骵

論
』（
寶
文
館　

昭
和
二
年
）
は
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
し
て
閲
覧
し
た
。

㊻　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

（
第
二
巻
）
十
四
頁
。　

㊼　

八
木
彩
霞
著
『
彩
筆
を
揮
て
欧
亜
を

縦
横
に
』（
文
化
書
房　

昭
和
五
年
）

四
七
一
頁
・
四
七
六
頁
。
昭
和
四
年
七

月
に
鉄
道
省
運
輸
局
が
発
行
し
た
『
西

伯
利
經
由
歐
洲
旅
行
案
内
』（
一
頁
）

に
よ
れ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用

す
る
と
日
本
の
「
内
地
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
主
要
都
市
間
は
十
四
～
十
五
日
で
済

み
、
一
等
車
の
場
合
の
運
賃
は
六
〇
〇

円
前
後
で
あ
っ
た
（
和
田
博
文
編
『
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
』〔
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

モ
ダ
ン
都
市
文
化
』
第
八
一
巻　

ゆ
ま

に
書
房　

平
成
二
四
年
〕
収
録
）
。
大

下
宇
陀
児
は「
世
耕
弘
一
と
小
林
錡
は
、

薪
を
焚
い
て
走
る
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
十
二

日
間
の
旅
を
し
て
日
本
へ
帰
っ
て
来

た
。
」（『
土
性
骨
風
雲
録　

教
育
と
政

治
の
天
下
人　

世
耕
弘
一
伝
』〔
鏡
浦

書
房　

昭
和
四
二
年
〕
二
六
六
頁
）
と

述
べ
て
お
り
、
八
木
著
前
掲
書
や
『
西

伯
利
經
由
歐
州
案
内
』
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
所
要
日
数
と
違
い
が
あ
る
。

追
記

学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」H

172

の
史
料

の
本
稿
で
の
掲
載
、
電
子
化
及
び
公
示
に

許
可
を
頂
い
た
こ
と
に
深
謝
し
た
い
。　

年
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
場
合
は
西
暦
を
、
日
本
に
お

け
る
場
合
は
年
号
を
使
用
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は
「
先

生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士
に
つ

い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

第
一
回
総
務
部
現
況
調
査

（
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
）

　

建
学
史
料
室
研
究
員
冨
岡
勝
と
薮
下
信

幸
及
び
職
員
西
尾
さ
か
え
の
三
人
で
、
総

務
部
保
管
の
校
史
関
係
史
資
料
の
第
一
回

現
況
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
は
総
務
部
職

員
に
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、
整
理
済
み

史
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
本
館
倉
庫
の

他
、
未
整
理
の
史
資
料
が
一
時
保
管
さ
れ

て
い
る
数
カ
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
見
学
調
査

し
た
。
設
置
認
可
関
係
公
文
書
な
ど
の
基

本
史
資
料
や
行
事
関
連
資
料
等
の
所
在
状

況
を
概
ね
把
握
し
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

構
築
に
向
け
て
有
用
な
史
資
料
群
が
総
務

部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
次
回

か
ら
は
、
シ
リ
ー
ズ
（
フ
ァ
イ
ル
名
な
ど

に
よ
る
史
資
料
の
か
た
ま
り
）
ご
と
に
具

体
的
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
経
済
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

薮
下　

信
幸
）

第
三
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
）

　

平
成
二
十
五
年
度
及
び
二
十
六
年
度
の

研
究
活
動
内
容
と
役
割
分
担
の
確
認
、
検

討
を
行
っ
た
。
次
に
、
麻
布
学
園
に
お
け

る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ
の
取
り
組
み
に
関
す

る
事
例
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格
認
定
制

度
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、

広
報
誌
の
編
集
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
っ
た
。

（
九
州
短
期
大
学
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

三
木　

一
司
）

第
四
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
日
）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
研
究
・
調
査
活
動

に
向
け
た
分
担
案
及
び
学
内
校
史
関
係
史

資
料
現
況
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
、
文
献
を
踏
ま

え
た
議
論
や
、
立
命
館
の
調
査
報
告
及
び

日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
研
究
集
会
の
参

加
報
告
が
行
わ
れ
た
。

（
法
学
部
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

上
㟢　
　

哉
）

第
五
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
六
年
五
月
十
七
日
）

  

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
学
内
の
校

史
関
係
史
資
料
の
現
況
調
査
、
学
外
の
史

資
料
調
査
な
ど
、
調
査
・
研
究
の
計
画
と

分
担
及
び
方
法
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
ま

と
め
て
学
会
誌
に
投
稿
し
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

（
文
芸
学
部
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

鈴
木　

拓
也
）

第
六
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
六
年
七
月
五
日
）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
・
研
究
計

画
、
学
内
校
史
関
係
史
資
料
現
況
調
査
の

方
法
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
ア
ー

カ
イ
ヴ
ズ
関
係
史
の
文
献
報
告
、
総
務
部

第
一
回
現
状
調
査
の
報
告
、
立
命
館
史
資

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と
校
史
関
係

史
資
料
に
関
す
る
建
学
史
料
室
研
究
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写
真
「
大
阪
理
工
科
大
学
本
館
」

大
阪
理
工
科
大
学
歌
（
土
井
晩
翠
作
）

写
真
「
土
井
晩
翠
直
筆
書
翰
」（
石
倉
小

三
郎
宛
）

石
倉
小
三
郎
「
閉
学
に
の
ぞ
み
」

「
理
工
大
静
厳
寮
歌
」

「
逍
遙
歌
『
漂
泊
の
歌
』」

　

石
倉
小
三
郎
は
、
第
四
高
等
学
校
教

授
・
第
八
高
等
学
校
教
授
・
第
七
高
等
学

校
教
授
・
高
知
高
等
学
校
長
・
大
阪
高
等

学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
て
、
旧
制
高
等
学

校
で
の
教
育
活
動
に
三
十
五
年
間
従
事
し

た
後
、
大
阪
理
工
科
大
学
の
予
科
長
に
就

任
し
た
人
物
で
あ
る
。「
閉
学
に
の
ぞ
み
」

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
開
校
当
時
を
回
顧

し
て
い
る
。

　
　

昭
和
十
八
年
の
春
ま
だ
寒
い
頃
の
事

で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
大
阪
理
工
科
大
学

設
立
の
認
可
が
定
ま
り
勅
許
も
下
り
て

愈
々
発
足
の
準
備
を
行
う
事
と
な
り
私

に
予
科
長
を
引
き
受
け
る
様
時
の
理
事

長
学
長
小
野
村
博
士
よ
り
懇
嘱
を
受
け

た
。〔
略
〕
私
は
こ
の
委
嘱
を
ば
非
常

な
悦
び
を
以
つ
て
迎
へ
た
。
大
な
る
光

栄
と
し
て
感
じ
つ
つ
ま
た
僭
越
乍
ら
大

な
る
自
信
を
以
て
御
引
受
け
し
た
の
で

あ
つ
た
。〔
略
〕
新
入
学
の
学
生
諸
子

も
気
持
の
好
い
人
達
許
り
で
私
は
私
が

従
来
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
程
な
信
頼

感
と
気
安
さ
と
に
浸
り
き
っ
て
明
朗
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
乍
ら
毎
日
遊
び
に
行

く
様
な
気
分
で
学
校
に
通
つ
て
ゐ
た
、

健
康
も
著
し
く
よ
く
な
つ
た
。
私
に
と

つ
て
こ
ん
な
楽
し
か
つ
た
事
は
未
だ
か

つ
て
な
か
つ
た
と
も
云
ひ
得
る
。〔
略
〕

は
、
大
阪
理
工
科
大
学
が
設
立
さ
れ
、

財
団
法
人
大
阪
専
門
学
院
は
、
財
団
法

人
大
阪
理
工
科
大
学
と
改
称
さ
れ
、
日

本
大
学
大
阪
専
門
学
校
は
、
大
阪
専
門

学
校
と
改
称
し
た
。
こ
ゝ
に
、
財
団
法

人
大
阪
理
工
科
大
学
は
、
大
阪
理
工
科

大
学
、
大
阪
専
門
学
校
、
日
本
工
学
校
、

及
日
本
工
業
学
校
を
経
営
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
『
大
阪
理
工
科
大
学
卒

業
生
名
簿
』に
は
、応
用
化
学
科
・
化
学
科
・

数
学
科
・
工
業
経
営
学
科
の
計
四
学
科
の

恩
師
の
氏
名
・
住
所
、
卒
業
生
（
第
一
回

生
～
第
六
回
生
）
の
氏
名
・
住
所
・
就
職

先
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

内
容
は
、
本
学
総
務
部
な
ど
に
保
存
さ
れ

て
い
る
簿
冊
や
本
学
の
同
窓
会
名
簿
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
上
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
大
阪
理

工
科
大
学
卒
業
生
名
簿
』
は
貴
重
な
史
資

料
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

写
真
「
大
阪
理
工
科
大
学
正
門
」

　

大
阪
理
工
科
大
学
は
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
三
月
か
ら
一
九
五
三

（
昭
和
二
八
）
年
三
月
の

十
年
間
だ
け
し
か
存
在
し

な
か
っ
た
が
、
本
学
の
歴

史
上
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）

年
の
新
制
近
畿
大
学
設
置

の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、

大
阪
理
工
科
大
学
と
大
阪

専
門
学
校
の
二
校
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
大
阪
理
工
科
大
学
に
関

す
る
史
資
料
は
、
ま
だ
わ
ず
か
し
か
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。『
近
畿
大
学
創
立
４
５

年
の
歩
み
』（
近
畿
大
学
、
一
九
七
〇
年
）

の
七
頁
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
以
後
の
本
学
沿
革
史
で
も

こ
れ
以
上
詳
し
い
情
報
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。

　
　

昭
和
十
五
年
頃
に
な
る
と
、
理
工
系

の
高
度
の
知
識
を
持
っ
た
技
術
者
に
対

す
る
社
会
的
要
請
が
高
ま
っ
て
来
た
。

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
に
満
州
事
変
が

勃
発
し
、
そ
の
後
、
日
支
事
変
が
長
期

化
の
様
相
を
示
し
は
じ
め
、
軍
需
産
業

か
ら
の
必
然
的
な
要
求
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和
十
五
年

に
は
、
日
本
大
学
専
門
学
校
の
中
に
、

理
工
科
が
設
置
さ
れ
、
数
学
部
、
理
化

学
部
、
応
用
化
学
部
を
開
講
し
、
昭
和

十
六
年
に
は
、
第
二
部
理
学
科
が
設
置

さ
れ
、
化
学
科
、
数
学
科
、
物
理
科
を

開
講
し
た
。
そ
の
後
、
教
授
陣
が
次
第

に
整
備
さ
れ
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
に

料
セ
ン
タ
ー
準
備
室
で
の
調
査
報
告
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
、
建
学
史
料
室
の
情
報
発

信
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

（
文
芸
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

酒
勾　

康
裕
）

　

本
学
の
歴
史
に
関
す
る
史
資
料
の
収

集
・
整
理
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、

調
査
・
研
究
で
目
に
し
た
史
資
料
を
本
誌

で
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
大
阪
専
門
学
校

の
閉
校
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
『
昭
和
二
十
八
年
三
月　

卒
業
生
名

簿　

大
阪
理
工
科
大
学
』
で
あ
る
（
以
下
、

『
大
阪
理
工
科
大
学
卒
業
生
名
簿
』
と
略
）

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
古
書
店

情
報
サ
イ
ト
「
日
本
の
古
本
屋
」
を
通
じ

て
発
見
で
き
た
。

近
畿
大
学
を
め
ぐ
る
史
資
料　

１

―
大
阪
理
工
科
大
学
閉
校
時
に

　
　

作
成
さ
れ
た
卒
業
生
名
簿
―

教
職
教
育
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

冨
岡　
　

勝
『大阪理工科大学卒業生名簿』表紙

大阪理工科大学の寮歌
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こ
の
様
な
発
足
ぶ
り
で
校
舎
は
お
粗
末

極
る
も
の
で
あ
つ
た
が
教
授
陣
も
学
生

の
質
も
官
立
の
優
秀
校
に
比
し
て
少
し

も
劣
る
事
な
き
内
容
と
統
一
ぶ
り
を
具

現
し
得
た
の
で
あ
つ
た
。

　

旧
制
高
等
学
校
の
教
育
は
、
寄
宿
舎
や

課
外
活
動
な
ど
に
お
け
る
生
徒
間
の
密
接

な
つ
な
が
り
や
教
養
主
義
な
ど
単
な
る
エ

リ
ー
ト
教
育
と
い
う
だ
け
で
な
く
人
間

形
成
の
側
面
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
大
学
令
以
降
、

私
立
大
学
の
予
科
に
お
け
る
教
育
も
人
間

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い

る
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
訪
問
調
査

と
し
て
、
今
回
は
平
成
二
十
六
年
二
月

二
十
六
日
に
学
校
法
人
立
命
館
総
務
部

立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
準
備
室
と
す
る
）
に
て
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
は
、
セ
ン
タ
ー
準
備
室
課

長
で
あ
る
佐
々
木
雅
美
氏
と
課
長
補
佐
の

奈
良
英
久
氏
、
ま
た
、
調
査
担
当
は
教
職

教
育
部
の
冨
岡
勝
教
授
と
九
州
短
期
大
学

の
三
木
一
司
准
教
授
（
共
に
建
学
史
料
室

各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
紹
介　

２

―
学
校
法
人
立
命
館
総
務
部
立
命
館

史
資
料
セ
ン
タ
ー
準
備
室
で
の

聞
き
取
り
調
査
報
告
―

文
芸
学
部
准
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員　

酒
勾　

康
裕

れ
を
い
か
に
調
整
し
て
い
く
か
が
年
史
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
と
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か

ら
、
担
当
職
員
に
は
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ル

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し

て
、『
立
命
館
百
年
史
』
は
大
学
の
自
己

点
検
や
評
価
、
卒
業
生
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
す
る
回
答
、
新
規
事
業
を
立
ち
上

げ
る
際
に
過
去
の
事
例
を
振
り
返
る
な

ど
、
多
く
の
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

セ
ン
タ
ー
準
備
室
で
は
、「
立
命
館
史

資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
て
、
よ

り
活
発
に
業
務
を
こ
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
年
史
編
纂
等
で
培
っ
た
貴

重
な
経
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
で

伺
っ
た
内
容
、
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料

等
は
本
学
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
活
動
に
大

い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

在
、
通
史
一
か
ら
三
ま
で
、
資
料
編
は
一

と
二
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
百
年
と
い
う

期
間
に
発
生
し
た
各
種
史
資
料
が
、
膨
大

な
点
数
に
及
ぶ
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
聞
き
取
り
で
は
、
基
礎
的
な
史
資
料

の
収
集
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
お
り
、
本
学
に
お
い
て
も
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
事
案
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

　

ま
た
セ
ン
タ
ー
準
備
室
は
現
在
、
教

員
、
職
員
（
専
任
、
専
任
以
外
）
計
九
名

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
職
員
の
方

が
実
質
的
な
作
業
を
進
め
る
上
で
、
非
常

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
印
象
を

受
け
た
。『
立
命
館
百
年
史　

通
史
三
』

の
執
筆
に
は
教
職
員
を
は
じ
め
、
学
園
に

関
係
し
た
多
く
の
方
が
携
わ
り
、
一
〇
〇

人
を
越
え
る
執
筆
者
が
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
執
筆
者
に
よ
り
執
筆
内

容
の
ト
ー
ン
や
分
量
が
多
様
で
あ
り
、
こ

研
究
員
）、そ
し
て
報
告
者
の
三
人
で
あ
っ

た
。
調
査
内
容
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立

経
緯
と
組
織
形
態
、
活
動
内
容
を
中
心
と

し
、
そ
の
他
聞
き
取
り
を
行
う
中
で
随
時

伺
う
と
い
う
形
式
で
行
っ
た
。

　

立
命
館
の
歴
史
は
西
園
寺
公
望
が

一
八
六
九
年
に
私
塾
「
立
命
館
」
を
創

始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
中
川
小
十

郎
が
「
私
立
京
都
法
政
学
校
」
を
開
い

た
一
九
〇
〇
年
を
創
立
と
し
、
二
〇
〇
〇

年
に
百
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
よ
り

前
、
一
九
八
一
年
に
立
命
館
史
編
纂
委

員
会
が
発
足
、
同
編
纂
室
が
設
置
さ
れ
、

一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
間

に
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』（
第

一
集
～
第
八
集
お
よ
び
目
次
）
が
発
刊
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
三
月
に
立

命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

『
立
命
館
百
年
史
』
の
編
纂
事
業
が
開
始
、

一
九
九
九
年
か
ら
『
立
命
館
百
年
史
』
の

発
刊
が
始
ま
り
、
二
〇
一
四
年
六
月
現

展示されている立命館百年史

準備室前の展示物

形
成
に
注
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
が
、
教
育

史
研
究
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　

大
阪
理
工
科
大
学
の
予
科
教
育
も
戦

中
・
戦
後
の
激
動
の
時
代
に
存
在
し
た
と

は
い
え
、
学
生
た
ち
が
寮
歌
や
逍
遙
歌
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
連
れ
だ
っ
て
散
歩
す
る

よ
う
な
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
後
、
更
な
る
史
資
料
を
通
じ
て
大
阪

理
工
科
大
学
お
よ
び
そ
の
予
科
に
お
け
る

教
育
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
う
。
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小
限
に
す
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
行
わ
れ
た
大
移
植
作
業
は
十
三
時
間

に
も
及
ん
だ
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
、
新
天
地
で
あ
る

世
耕
弘
一
先
生
像
の
お
傍
で
見
事
に
サ
ク

ラ
が
開
花
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
春
、
大

き
な
志
を
も
っ
て
入
学
す
る
学
生
諸
君
を

世
耕
弘
一
先
生
と
と
も
に
見
守
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

謝
辞
…
薬
学
部
・
村
岡
修
先
生
、
村
田
和

也
先
生
、
中
村
真
也
先
生
に
写
真
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

養
生
し
、
60
ト
ン
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上

げ
、
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
る
計
画

だ
が
、
根
を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
根

鉢
は
直
径
四
メ
ー
ト
ル
、
重
量
は
12
ト

ン
を
超
え
、
吊
り
上
げ
よ
う
に
も
上
が

ら
な
い
。“
ブ
チ
ッ
、
ブ
チ
ッ
、
ブ
チ
ッ
”

と
、
底
根
が
切
れ
る
低
い
音
が
周
り
に

響
く
と
同
時
に
空
が
急
暗
転
、
雷
鳴
が

轟
く
と
と
も
に
雹
が
ザ
ー
ッ
と
音
を
立
て

て
瞬
時
に
降
り
積
り
、
工
事
は
二
時
間
ほ

ど
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
根
鉢
を
３
メ
ー

ト
ル
に
縮
小
し
、
8.5
ト
ン
ま
で
軽
量
化
を

試
み
て
三
時
間
後
よ
う
や
く
ト
ラ
ッ
ク
に

積
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
枝
ぶ
り
が
良
い

た
め
、
側
道
の
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
が
絡
ま
ぬ

よ
う
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
払
い
な
が
ら
慎
重

に
進
め
ら
れ
、
像
ま
で
の
３
０
０
メ
ー
ト

ル
の
移
動
に
三
時
間
を
要
し
た
。
こ
う
し

て
、
移
動
に
よ
る
木
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最

で
、
一
般
的
に
「
サ
ク
ラ
」
と
呼
ば
れ
る

が
、
そ
も
そ
も
「
サ
ク
ラ
」
と
い
う
植
物

は
な
く
、
サ
ク
ラ
属
の
総
称
の
こ
と
で
あ

る
。
サ
ク
ラ
の
語
源
に
は
諸
説
あ
り
、
麗

ら
か
に
咲
く
の
で
「
咲
麗
（
さ
き
う
ら
）」

の
意
、「
開
映
え
（
さ
き
は
え
）」
つ
ま
り

栄
え
る
と
い
う
意
や
「
咲
く
」
が
群
が
る

よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
「
サ
ク

+

ラ
」
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
サ
ク

ラ
の
華
美
で
な
い
淡
い
花
色
や
散
り
際
の

潔
さ
、
人
生
の
節
目
の
時
期
を
晴
れ
や
か

に
飾
る
よ
う
に
開
花
す
る
姿
が
日
本
人
の

心
根
に
適
し
た
植
物
と
い
え
る
。

　
「
桜
切
る
馬
鹿
、
梅
切
ら
ぬ
馬
鹿
」
と

古
く
か
ら
言
わ
れ
、
桜
は
枝
を
切
る
と
そ

こ
か
ら
菌
が
入
り
込
ん
で
腐
り
や
す
く
な

る
た
め
切
ら
な
い
ほ
う
が
よ
く
、
梅
は
た

く
さ
ん
実
を
つ
け
る
よ
う
に
立
ち
枝
が
剪

定
さ
れ
る
。
こ
の
樹
高
12
メ
ー
ト
ル
の
巨

木
を
い
か
に
枯
ら
す
こ
と
な
く
安
全
に
移

植
さ
せ
る
か
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
午
前

九
時
、
造
園
業
者
・
明
石
緑
化
の
主
導
の

も
と
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
根
の
周
り
を

薬
学
部
薬
用
植
物
園
・
園
長　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

松
田　

秀
秋

　

昭
和
四
十
一
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
新
築
さ
れ
た
薬
学
部
16
号
館
前
の
薬
木

園
に
一
本
の
サ
ク
ラ
の
木
が
植
え
ら
れ

た
。
そ
れ
か
ら
約
五
十
年
、
大
き
く
成
長

し
た
サ
ク
ラ
の
木
は
薬
学
部
の
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
と
し
て
、
毎
春
多
く
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
き
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
大

学
創
立
百
周
年
を
見
据
え
た
、
東
大
阪

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
規
模
整
備
に
伴
っ
て
、

薬
学
部
附
設
の
薬
用
植
物
園
・
薬
木
園
が

学
外
に
移
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
薬
用

植
物
の
取
捨
選
択
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

関
係
者
ら
に
よ
り
サ
ク
ラ
の
木
の
保
存
と
、

そ
の
移
植
先
が
近
畿
大
学
創
設
者
・
世
耕

弘
一
先
生
像
の
お
傍
へ
と
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
サ
ク
ラ
の
木
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

薬学部での満開のサクラ

根を守るために作られた根鉢

十三時間に及んだ大移植作業　

新天地で見事に開花したサクラ

  

薬
学
部
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

　
　

  

「 

サ  

ク  

ラ 

」

　
    

世
耕
弘
一
先
生
像
の
お
傍
へ
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軍
国
主
義
へ
と
突
入
し
、大
東
亜
戦
争（
第

二
次
世
界
大
戦
）
と
な
り
、
こ
の
総
決
算

が
、
軍
民
一
千
万
近
く
の
人
命
を
失
い
、

廃
墟
の
国
家
と
な
っ
た
。
総
長
は
つ
と
に

こ
の
様
な
事
態
を
予
見
し
て
戦
争
回
避
の

た
め
に
政
界
進
出
を
決
意
し
た
の
は
、
ド

イ
ツ
留
学
で
の
実
体
験
に
あ
る
。

　

戦
後
、
主
権
在
民
の
民
主
主
義
政
治
と

な
り
、
こ
れ
を
達
成
す
る
教
育
制
度
へ
と

発
足
し
た
。
だ
が
、
保
守
と
革
新
政
党
間

の
選
挙
の
目
先
の
利
の
激
突
か
ら
不
見
識

な
教
育
介
入
で
旧
来
の
官
尊
民
卑
の
官
僚

統
制
支
配
の
た
め
の
明
治
以
来
の
結
果

重
視
の
暗
記
模
倣
の
教
育
の
ま
ま
と
な

り
、
且
つ
ま
た
、
今
日
、
か
な
り
の
規
制

撤
廃
の
自
由
化
が
進
ん
で
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
尚
、
現
実
よ
り
も
教
育
理

念
と
い
う
器
の
観
念
論
重
視
の
議
論
倒
れ

の
ま
ま
で
中
身
の
改
善
が
放
置
さ
れ
て
い

る
。
今
必
要
な
の
は
改
善
で
あ
り
、
そ
れ

は
終
戦
直
後
の
地
方
分
権
教
育
制
度
そ
の

も
の
で
、
民
主
主
義
の
主
権
在
民
か
ら
民

主
導
の
政
治
、
官
の
公
僕
と
言
う
精
神
的

発
達
と
政
治
的
素
養
を
身
に
付
け
る
教
育

に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
達
成
す
る
に
必
要
な

考
え
る
教
育
方
法
と
こ
の
発
展
を
期
す
る

競
合
的
教
育
制
度
で
あ
る
。
こ
の
実
現
に

は
、
後
述
の
如
き
人
事
制
度
と
整
合
性
の

あ
る
採
用
方
法
の
環
境
条
件
の
整
備
に
あ

る
。　

　

以
上
の
観
点
の
本
質
は
、
総
長
の
心
の

広
い
内
面
教
育
に
対
す
る
情
熱
や
世
直
し

の
政
治
に
対
す
る
努
力
は
近
大
の
「
不
倒

館
」
に
収
集
さ
れ
た
多
く
の
資
料
の
記
述

に
見
ら
れ
る
。⑷ 

こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考

に
更
に
、
そ
の
原
点
と
な
る
内
面
的
価
値

フ
の
人
間
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
一
八
七
一

年
ド
イ
ツ
を
統
一
し
、
帝
国
宰
相
と
な
っ

た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
同
盟
条
約
を
軽
蔑
し
て

い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
全
く
頼

る
な
ど
本
質
的
に
も
自
立
心
に
欠
け
て
当

然
で
あ
る
。
こ
の
事
柄
が
読
め
な
い
日
本

政
府
は
戦
前
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
三

国
同
盟
過
信
で
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
、
当

時
の
内
閣
は
外
交
の
複
雑
怪
奇
を
理
由
に

し
て
失
墜
、
瓦
解
し
た
。
こ
の
反
省
か
ら
、

そ
の
前
提
の
動
向
を
無
視
し
、
そ
の
ま
ま

の
結
果
に
頼
る
外
交
政
策
は
危
う
い
。

従
っ
て
、
政
治
家
の
選
出
に
は
心
が
広

く
、
大
局
観
の
あ
る
人
物
が
不
可
欠
で
あ

る
。
民
主
主
義
の
今
日
で
は
、マ
ッ
ク
ス
・

ウ
エ
ー
バ
ー
の
言
う
如
く
、
そ
の
国
の
政

治
に
は
国
民
の
平
均
的
素
養
以
上
は
期
待

出
来
な
い
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
選
挙
民

の
素
養
を
高
め
る
心
眼
教
育
に
よ
り
、
個

を
確
立
し
、
心
眼
の
あ
る
政
治
家
を
選
出

し
な
け
れ
ば
、
政
治
の
発
展
は
な
い
。
現

状
で
は
、
目
先
の
利
の
為
に
は
嘘
も
方
便

の
ご
都
合
主
義
が
実
社
会
と
言
う
世
相
か

ら
、
八
方
美
人
に
人
気
が
あ
り
、
総
長
の

よ
う
な
自
己
に
忠
実
で
正
義
感
が
強
く
、

高
邁
な
見
識
と
実
行
力
の
あ
る
候
補
者
は

一
般
受
け
が
な
く
、
容
易
に
当
選
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
だ
が
、
上
記
資
料
に
よ
れ

ば
、
当
選
の
確
率
は
む
し
ろ
高
く
、
選
挙

民
の
心
広
け
れ
ば
更
に
高
く
な
ろ
う
。
⑶ 

明
治
以
来
の
教
育
は
精
神
的
発
達
無
視
の

飴
と
鞭
の
心
の
狭
い
人
材
養
育
で
、
日

清
、
日
露
の
戦
闘
で
連
戦
連
勝
、
戦
利
に

目
が
眩
み
、
農
民
の
極
貧
、
帝
国
主
義
的

国
土
膨
張
と
相
俟
っ
て
、
戦
争
は
兵
站
の

国
力
よ
り
も
精
神
力
に
頼
る
人
命
軽
視
の

な
け
れ
ば
伝
達
は
で
き
な
い
。
言
葉
の
未

熟
、
乱
れ
は
所
詮
、
価
値
観
が
目
に
映
る

有
形
物
に
限
ら
れ
、
機
能
す
る
こ
と
に
よ

り
生
ま
れ
る
無
形
の
存
在
に
対
す
る
認
識

の
な
い
幼
児
並
の
内
面
未
熟
で
自
己
確
立

の
な
い
の
と
同
列
で
あ
る
。

　

総
長
が
経
済
企
画
庁
長
官
の
折
り
、
経

済
演
説
の
官
僚
の
原
稿
に
後
進
国
と
の
見

下
げ
た
表
現
を
別
の
用
語
に
変
え
る
よ
う

に
指
示
し
た
。⑵ 

海
外
で
は
、
日
本
を
工

業
化
先
進
国
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
何
の
先
進

国
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
疑
惑
が
生
ま
れ

る
。
結
局
、
低
開
発
国
と
し
た
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
勝
手
な
解
釈
を
許
す
未
熟
な

表
現
で
あ
る
。
文
は
人
な
り
と
言
わ
れ
て

い
る
。
彼
の
本
質
を
見
通
す
人
格
の
現
れ

で
あ
る
。
一
般
に
、
器
を
見
て
、
中
身
を

見
な
い
丼
勘
定
の
因
習
か
ら
、
例
え
ば
、

自
由
と
言
え
ば
何
の
自
由
か
の
認
識
が
な

く
、
思
想
、
信
条
の
自
由
と
現
実
で
の
言

動
の
自
由
の
区
別
な
く
、
傍
若
無
人
の
言

動
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
現
実
で
の
言

動
は
自
由
、
対
等
、
相
互
主
義
の
公
序
良

俗
の
枠
内
で
の
自
由
に
過
ぎ
な
い
。
表
現

の
杜
撰
な
人
間
を
抑
止
す
る
に
は
心
眼
教

育
は
欠
か
せ
な
い
。

　

現
実
問
題
は
常
に
前
提
に
従
属
し
、
そ

の
必
然
的
過
程
を
経
て
結
果
を
生
む
。
日

本
人
の
、
器
を
見
て
中
身
を
見
な
い
因
習

か
ら
、
前
提
と
結
果
と
の
一
体
の
考
え
が

な
く
、
結
果
だ
け
に
拘
泥
し
、
こ
の
前
提

の
変
化
に
対
す
る
認
識
が
乏
し
く
、
こ
の

変
化
無
視
が
結
果
を
誤
る
。
例
え
ば
、
同

盟
、
条
約
は
利
害
を
共
有
す
る
前
提
で
成

り
立
つ
。
こ
れ
が
稀
薄
に
な
れ
ば
、
同
盟
、

条
約
は
実
質
失
効
す
る
。
タ
イ
ム
・
ラ
イ

元
理
工
学
部
教
授

堀 

部　
　

治

　

日
本
の
歴
史
教
育
の
内
容
は
過
去
の
人

物
の
歴
史
的
事
実
、
実
績
な
ど
中
心
の
上

面
だ
け
に
止
ま
り
、
中
に
は
公
私
の
別
無

き
強
欲
の
冷
血
漢
で
も
、
結
果
良
け
れ

ば
、
全
て
良
し
の
短
絡
的
評
価
に
終
わ
っ

て
、
大
勲
位
、
公
爵
、
元
老
を
得
た
事
で

無
条
件
に
偉
人
に
列
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
対
し
て
か
、
堀
田
善
衛
（
一
九
一
八
～

一
九
九
八　

小
説
家
、
芥
川
賞
）
は
折
角
、

作
家
が
苦
心
し
て
掘
り
起
こ
し
て
い
る
人

間
、
社
会
の
内
面
の
歴
史
を
歴
史
家
は
活

用
す
る
事
に
疎
い
こ
と
に
嘆
い
て
い
る
。

教
育
は
本
来
が
内
面
重
視
の
精
神
的
発
達

を
促
す
教
養
を
基
本
と
す
る
。
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
、
事
象
の
道
理
を
悟
り
、
客

観
視
す
る
精
神
の
発
達
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
。
世
耕
初
代
総
長
が
中
国
の
古
典
四

書
の
大
学
か
ら
引
用
し
強
調
し
た
「
心
廣

体
胖
」
に
尽
き
る
。
⑴ 

こ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
全
て
の
事
物
は
自
然
の
摂
理
に

従
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
存
在
の
内

面
を
切
り
開
い
て
摂
理
を
洞
察
し
体
得
す

る
。
こ
れ
が
内
面
に
ま
で
広
が
る
豊
か
な

心
と
成
る
。
外
見
は
図
形
で
、
内
面
は
言

葉
で
な
け
れ
ば
表
現
出
来
ず
、
内
面
が
豊

か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
を
区
別

す
る
内
面
の
表
現
に
は
、
言
葉
の
意
味
す

る
内
容
、
使
用
習
慣
が
厳
格
で
限
定
的
で

世
耕
初
代
総
長
の

　
　

自
然
主
義
的
人
間
愛

（
敬
天 

愛
人
）
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た
心
の
冒
険
家
で
あ
っ
た
。
特
に
、
議
会

を
大
政
翼
賛
議
会
と
す
る
軍
閥
の
政
治
支

配
と
対
峙
し
、
同
志
三
十
六
名
を
糾
合
し

同
交
会
結
成
に
奮
闘
、
政
党
政
治
を
堅
持

し
た
。
戦
後
は
、
国
民
の
窮
乏
を
救
う
為
、

終
戦
に
伴
い
長
期
戦
に
備
え
た
大
量
の
軍

の
隠
退
蔵
物
資
の
摘
発
を
大
蔵
大
臣
、
石

橋
湛
山
に
献
策
し
、
気
概
の
似
た
性
格
か

ら
、
意
気
投
合
、
直
接
総
指
揮
を
委
嘱
さ

れ
る
な
ど
信
頼
は
厚
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。⑹

　

石
橋
湛
山
と
言
え
ば
、
東
洋
経
済
新

報
の
記
者
と
し
て
、
三
十
才
台
の
若
さ

で
、
明
治
神
宮
建
立
の
運
動
が
は
じ
ま
っ

た
時
、
彼
は
「
何
ぞ
世
界
人
心
の
奥
底
に

明
治
神
宮
を
建
て
ざ
る
」
の
一
文
を
発
表

し
、
神
宮
建
設
に
反
対
、
そ
の
代
り
「
明

治
賞
金
」
を
設
立
せ
よ
、
と
提
唱
し
た
。

そ
ん
な
地
上
の
建
造
物
よ
り
も
、「
日
本

国
民
の
否
、
否
、
世
界
民
衆
の
心
の
奥
に

明
治
神
宮
を
建
つ
る
事
を
考
え
ぬ
か
」
そ

の
一
案
と
し
て
「
明
治
賞
金
」
が
あ
る
。

「
こ
の
資
金
か
ら
生
ず
る
利
子
を
以
て
年
々

一
個
乃
至
数
個
の
賞
金
を
作
り
、
こ
れ
を

広
く
世
界
の
文
明
に
貢
献
せ
る
発
明
、
発

見
乃
至
思
想
芸
術
の
士
に
与
え
る
こ
と
、

か
の
有
名
な
ノ
ー
ベ
ル
賞
金
の
如
く
せ

ば
、
こ
れ
実
に
先
帝
陛
下
の
御
時
世
を
画

し
て
起
こ
り
た
る
東
西
文
明
融
合
の
大
業

を
最
も
適
切
に
進
捗
せ
し
め
る
手
段
で

あ
っ
て
・
・
以
下
略
」
小
島
直
記
、「
大

過
渡
期
上
巻
」
新
潮
社
よ
り
引
用
。
こ
の

石
橋
湛
山
が
総
長
の
尊
敬
す
る
三
人
の
政

治
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
何
故

か
と
思
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
上
記
の
よ
う

な
両
者
の
直
接
の
交
流
に
無
知
で
あ
っ
た

的
発
達
を
も
た
ら
す
。
結
果
中
心
の
暗
記

模
倣
の
教
育
は
、
こ
の
発
達
と
は
無
縁

で
、
所
詮
、
本
音
と
建
前
の
邪
悪
な
心
の

抑
止
、
矯
正
に
は
無
益
で
あ
り
、
し
か

も
、
こ
の
教
育
の
評
価
の
み
で
社
会
的
人

材
を
登
用
す
る
排
他
的
制
度
か
ら
、
思
想

信
条
を
抑
圧
す
る
な
ど
本
質
を
無
視
し
た

邪
悪
教
育
と
言
う
外
な
い
。
本
質
な
く
し

て
、
大
局
観
は
生
ま
れ
ず
、
民
主
主
義
国

家
と
な
っ
て
一
世
紀
を
迎
え
ん
と
す
る
今

日
、
明
治
期
以
降
の
結
果
中
心
の
暗
記
模

倣
教
育
の
惰
性
の
ま
ま
で
は
上
記
の
精
神

的
発
達
が
伴
わ
ず
、
立
身
出
世
の
為
に

は
、
平
気
で
本
音
と
建
前
の
巧
妙
な
嘘

を
つ
く
八
方
美
人
的
人
物
、
苦
情
処
理
屋

が
、
精
進
の
気
迫
が
な
く
て
も
、
持
ち
上

げ
ら
れ
、
反
っ
て
、
精
進
の
出
る
杭
は
打

た
れ
る
。
こ
の
因
習
に
拠
る
人
材
能
力
の

逸
失
に
気
付
い
て
い
な
い
。

　

近
年
は
国
際
化
の
優
勝
劣
敗
の
波
に
迫

ら
れ
、
企
業
で
は
、
要
職
に
、
実
績
と
能

力
あ
る
者
が
年
齢
に
関
係
な
く
、
登
用
が

見
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
波
の
埒
外
に
あ

る
組
織
体
で
は
、
旧
態
依
然
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
上
記
資

料
を
見
る
限
り
、
流
石
に
総
長
の
人
事
采

配
は
つ
と
に
能
力
主
義
で
あ
っ
た
。
当
時

で
は
、時
期
尚
早
で
あ
っ
た
が
、彼
に
と
っ

て
は
、
心
眼
に
拠
る
大
局
観
と
精
進
の
気

迫
か
ら
当
然
の
采
配
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
政
界
に
て
も
同
様
で
、
上
記
の
資
料

か
ら
読
み
と
れ
る
様
に
、
彼
は
こ
の
ご
都

合
主
義
の
群
れ
の
世
相
を
見
下
し
、
迫
害

が
予
想
さ
れ
る
戦
時
下
に
在
っ
て
も
政
党

政
治
を
守
る
と
言
う
信
念
を
常
に
洗
心
で

強
固
に
し
、
日
本
自
由
党
の
孤
塁
を
守
っ

ろ
う
。
パ
ス
カ
ル
の
「
考
え
る
葦
」
の
中

の
一
節
“
考
え
る
努
力
を
せ
よ
、
そ
こ

に
道
徳
の
原
理
が
あ
る
”
に
通
ず
る
。
で

は
、
こ
の
様
な
教
育
を
実
現
す
る
に
は
当

然
、
そ
れ
を
必
然
と
す
る
背
景
の
環
境
条

件
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
材
登
用

で
は
、
こ
の
理
解
の
度
を
職
種
に
応
じ
判

定
す
る
な
ど
の
採
用
方
法
が
重
視
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
必
然
的
背
景
と
な
り
、
自
ら
心

眼
教
育
へ
と
移
行
す
る
。
民
主
主
義
の
言

動
の
質
の
向
上
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
た

め
に
は
、
自
由
な
る
が
故
に
、
啓
蒙
と
格

付
け
に
よ
る
評
価
が
な
け
れ
ば
進
展
無
く

俗
悪
に
向
か
う
の
が
常
で
あ
る
。

　

心
の
広
い
教
育
は
機
能
な
ど
内
面
の
観

察
、
分
析
、
洞
察
か
ら
、
色
々
な
仮
説
の

下
に
、
論
理
的
思
考
を
経
て
矛
盾
な
く
結

果
に
至
る
試
行
錯
誤
の
末
に
原
理
原
則
と

な
る
仮
説
を
見
出
す
思
考
訓
練
に
あ
っ

て
、
総
長
の
言
う
無
か
ら
有
を
産
む
教
育

研
究
で
あ
り
、
自
ら
、
ご
ま
か
し
は
通
じ

な
い
真
理
、
真
実
に
対
す
る
敬
虔
な
精
神

観
を
掘
り
起
こ
し
感
想
を
述
べ
て
み
た

い
。

　

上
記
の
資
料
の
中
に
は
、
自
然
を
題
材

に
し
た
多
く
の
墨
筆
の
文
言
が
あ
る
が
、⑸ 

そ
れ
ら
は
単
な
る
描
写
で
は
な
く
、
自
然

の
因
っ
て
立
つ
の
機
能
的
道
理
を
洞
察

し
、
わ
が
心
と
し
た
題
材
の
書
と
解
す

る
。「
心
廣
体
胖
」
の
書
の
心
は
、
物
事

の
奥
に
潜
む
真
の
姿
、
即
ち
、
構
造
、
機

能
を
洞
察
し
、
普
遍
化
し
、
客
観
的
に
事

物
を
見
る
内
面
的
豊
か
な
心
で
あ
る
。
こ

れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
洞
察
の

意
味
を
込
め
「
心
眼
廣
体
胖
」
と
補
足
し

た
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
折
角
の
教

訓
も
建
前
が
実
社
会
の
ご
都
合
主
義
世
相

で
は
本
音
よ
り
も
建
前
に
同
化
す
る
。
環

境
が
人
を
創
り
、
人
が
環
境
を
創
る
の
格

言
ど
お
り
で
あ
る
。
心
眼
教
育
と
は
結
果

重
視
の
暗
記
な
く
、
結
果
の
因
っ
て
来
た

る
前
提
の
論
理
的
過
程
の
理
解
重
視
の
教

育
で
あ
り
、
道
理
へ
の
心
眼
が
磨
か
れ
、

自
己
に
忠
実
な
言
行
一
致
の
客
観
視
と
な

心眼廣体胖

心廣体胖
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う
未
知
の
研
究
成
果
を
挙
げ
、
今
日
で

は
、
こ
の
業
界
の
不
動
の
地
位
を
確
立
し

て
い
る
。
今
日
、
自
由
化
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
潮
流
の
な
か
で
、
私
学
経
営
の
自

立
的
運
営
費
は
背
水
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
事
を
考
え
る
と
、
既
に
半
世
紀
も
前

に
、
こ
の
将
来
を
見
通
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
先
見
は
言
葉
よ
り
も
行
動
力

で
稀
有
と
言
え
る
。

　

日
常
生
活
に
於
い
て
、
邪
悪
と
言
え

ば
、
平
気
で
嘘
を
つ
く
事
と
機
会
均
等
で

無
い
事
が
先
ず
上
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
心

眼
教
育
に
よ
り
事
物
を
客
観
視
す
る
精
神

的
発
達
に
拠
り
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
暗
記
模
倣
の
教
育

は
、
記
述
の
通
り
、
邪
悪
で
あ
る
。
後
者

は
近
代
的
競
争
は
、
前
提
が
同
質
同
等
の

能
力
が
横
一
線
に
並
ん
だ
出
発
の
競
争
で

あ
り
、
敗
者
復
活
が
可
能
な
社
会
雇
用
制

度
が
要
求
さ
れ
る
。
競
争
に
は
、
よ
り
多

く
の
参
加
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
社
会

的
使
命
で
あ
り
、
彼
は
私
学
で
は
最
も
低

い
授
業
料
を
措
置
し
た
。⒂ 

更
に
、
民
主

主
義
は
№
１
で
は
な
く
、
多
く
のonly 

one

が
そ
の
本
質
を
支
え
る
と
の
見
識
が

資
料
か
ら
伺
え
る
。

　

注
釈
と
解
説

元
建
学
史
料
室
長

當
仲　

將
宏

⑴「
心
廣
体
胖
」（
コ
コ
ロ
ヒ
ロ
ク
シ
テ

タ
イ
ユ
タ
カ
ナ
リ
）
は
世
耕
総
長
が
亡

く
な
る
年
の
は
じ
め
、
体
調
芳
し
か
ら

ず
、
今
ま
で
欠
席
し
た
こ
と
の
な
か
っ

置
き
、
人
為
は
そ
の
生
産
、
発
案
者
に
帰

属
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
両
者
は
峻
別

さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
日
本
人
は
こ
の
点
に

は
無
頓
着
で
あ
る
。
従
っ
て
、
個
人
の
成

果
は
個
人
に
帰
属
す
る
と
言
う
個
人
中
心

主
義
に
疎
い
。
だ
が
、
彼
は
、
資
料
に
あ

る
如
く
、
⑾ 

褒
章
の
候
補
者
に
推
薦
さ
れ

て
も
、
こ
れ
は
周
囲
の
自
分
を
支
え
た
者

へ
の
受
章
と
の
念
で
受
け
、
代
表
者
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
謙
虚
な
考
え
は
無
形
遺

産
と
し
て
上
に
立
つ
者
は
継
承
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
組
織
全
体
主
義
の

因
習
か
ら
、
個
人
の
成
果
で
も
帰
属
は
組

織
の
長
に
黙
認
し
、
出
る
杭
は
打
た
れ
る

悪
し
き
慣
習
が
未
だ
見
ら
れ
る
。

　

詳
細
は
知
ら
な
い
が
、
売
春
防
止
法
案

反
対
の
観
点
も
、
個
人
中
心
で
、
個
人
の

人
格
尊
重
と
衣
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
た

め
の
生
活
水
準
の
経
済
的
環
境
整
備
が
行

政
の
本
質
で
あ
る
と
の
心
の
広
い
本
音
で

あ
っ
て
、
建
前
の
法
案
で
は
時
期
尚
早
と

の
反
省
的
反
対
意
見
と
考
え
ら
れ
る
。⑿

　

総
長
の
自
然
尊
重
の
精
神
か
ら
上
記
の

様
な
事
物
を
客
観
視
す
る
自
然
合
理
主
義

精
神
⒀ 

の
心
眼
教
育
と
共
に
、
諸
々
の
反

人
道
的
社
会
現
象
は
特
に
貧
困
と
そ
の
格

差
に
由
来
し
、
こ
の
解
消
に
は
経
済
力
発

展
、
強
化
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
水
産

資
源
に
着
目
し
、
そ
の
開
発
の
研
究
所
を

設
立
し
、
魚
類
養
殖
の
開
発
、
更
に
は
、

原
子
力
の
利
用
に
係
る
教
育
、
訓
練
、
研

究
の
推
進
に
率
先
、
原
子
力
研
究
所
を
設

立
し
、
原
子
炉
を
導
入
さ
れ
、
適
材
適
所

の
陣
頭
指
揮
で
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ

た
。⒁ 

特
に
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
卵
か
ら
ふ

化
し
た
稚
魚
の
成
育
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
と
言

か
ら
で
あ
る
。⑺ 

と
こ
ろ
で
、
筆
者
、
総

長
の
死
去
の
時
期
に
就
任
し
、
直
接
拝
顔

し
た
事
は
な
く
、
只
、
在
職
中
、
同
僚
で

あ
っ
た
原
子
力
研
究
所
の
中
村
勝
一
氏
か

ら
、
気
さ
く
で
、
ひ
ょ
っ
こ
り
研
究
室
に

来
て
、
話
し
込
む
人
で
、
或
る
時
、「
ブ

ラ
ジ
ル
に
分
校
か
一
大
農
場
を
造
る
構
想

の
話
を
さ
れ
た
」
な
ど
・
・
の
話
を
彼
か

ら
聞
い
て
い
た
事
と
、
奇
想
天
外
、
逸
早

く
原
子
炉
を
導
入
し
た
な
ど
は
、
ま
さ
に

湛
山
と
同
様
、
気
宇
壮
大
な
気
概
が
取
り

持
つ
縁
か
と
思
っ
て
執
筆
を
始
め
た
。
と

こ
ろ
が
、
上
記
の
如
き
気
概
の
直
接
交
流

を
知
っ
た
。⑻ 

こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
件
は
資

料
「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」
の
元
学
長
景
山
哲
夫
、

「
前
総
長
を
回
想
す
る
」
に
も
見
ら
れ
る
。⑼

　

冒
頭
で
引
用
し
た
堀
田
善
衛
の
言
葉
は

裏
を
返
せ
ば
、
個
人
的
実
績
と
か
業
績
の

評
価
で
も
、
現
実
に
絶
対
は
な
く
、
作
用

と
反
作
用
は
相
伴
っ
て
お
り
、
一
将
功
な

り
万
骨
枯
る
の
如
く
、
反
作
用
の
評
価
を

も
考
慮
す
る
と
、
一
般
に
枯
れ
た
段
階
の

歴
史
的
評
価
は
相
殺
さ
れ
無
に
帰
す
る
。

歴
史
的
評
価
ま
で
の
途
中
で
の
評
価
は
そ

の
時
点
の
消
長
の
過
渡
的
評
価
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
様
な
評
価
よ
り
も
、
山
路
愛
山

（
評
論
家
）
の
言
う
人
間
の
生
き
様
を
述

べ
る
方
が
余
程
現
代
人
の
為
に
な
る
と
の

覚
め
た
考
え
に
あ
ろ
う
。
総
長
の
人
生
観

は
正
し
く
こ
の
覚
め
た
考
え
か
ら
、
有
形

の
褒
章
、
勲
章
に
は
淡
白
で
、
無
形
の
社

会
的
公
正
と
自
己
に
忠
実
な
自
由
の
精
神

を
生
甲
斐
と
し
た
洗
心
に
あ
っ
た
と
言
え

る
。⑽

　

さ
て
、
財
産
に
は
、
自
然
と
人
為
の
両

面
が
あ
り
、
自
然
の
方
は
複
雑
で
、
さ
て

洗  　心
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出
て
く
る
が
、
総
長
が
こ
の
言
葉
を
好

ん
で
用
い
ら
れ
る
の
は
、
学
生
生
徒
が

将
来
ど
の
よ
う
な
偉
い
人
に
な
っ
て
も
、

優
れ
た
知
識
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
心

温
か
く
、
謙
虚
な
姿
勢
を
持
ち
、
ひ
た

す
ら
人
間
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
た
二
文
字
で
あ
る
、
近
畿
大

学
の
建
学
の
精
神
の
一
つ
で
あ
る
「
人

格
の
陶
冶
」
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。

⑾
褒
章
の
受
章
時
の
認
識
は
「
学
ぶ
こ

こ
ろ
」
１
１
２
頁
に
藍
綬
褒
章
受
章
祝

賀
会
の
挨
拶
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
大

臣
候
補
に
な
っ
て
も
特
に
意
に
介
さ
な

か
っ
た
り
、
と
き
に
は
同
僚
を
推
す
な

ど
名
利
に
恬
淡
（
平
然
）
な
硬
骨
の

政
治
家
で
あ
っ
た
と
多
く
の
人
が
評
し

て
い
る
。
鳩
山
内
閣
の
法
務
大
臣
候
補

や
岸
内
閣
の
経
済
企
画
庁
長
官
拝
命
時

の
状
況
な
ど
は
「
回
想
世
耕
弘
一
」
の

１
５
５
頁
ほ
か
。「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」
の

２
６
３
頁
。「
炎
の
人
生
」
98
頁
。「
洗

心
の
人
」
91
頁
。

⑿
売
春
防
止
法
に
つ
い
て
は
、「
炎
の
人

生
」
50
頁
。「
洗
心
の
人
」
33
頁
。

⒀
総
長
の
自
然
尊
重
の
精
神
は
、
数
あ
る

揮
毫
の
な
か
に
も
見
ら
れ
る
。「
自
然

之
道
以
為
實
」「
遺
墨
集
」
13
頁
。
ま

た
、
世
耕
は
鳩
山
を
師
と
慕
っ
て
い
た

が
、
鳩
山
さ
ん
が
正
月
の
門
松
の
飾
り

は
虚
礼
で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き
だ
と
新

生
活
運
動
を
主
張
し
た
と
き
、
世
耕
は

「
潤
い
の
な
い
無
味
乾
燥
な
生
活
は
人

間
の
生
活
で
は
な
い
。
都
会
に
し
か
住

ん
だ
こ
と
の
な
い
人
の
発
想
で
、
門
松

を
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
人
が
い

書
家
の
書
評
と
は
無
関
係
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
全
く
偶
然
で
あ
っ
た
こ

と
を
付
記
し
ま
す
。）

⑹
日
本
自
由
党
、
大
政
翼
賛
会
に
対
峙
、

同
好
会
の
結
成
、
隠
退
蔵
物
資
の
摘
発
、

石
橋
湛
山
に
関
す
る
事
項
は
、「
学
ぶ

こ
こ
ろ
」 

２
５
１
頁
か
ら
２
６
２
頁
。 

「
炎
の
人
生
」
34
頁
か
ら
46
頁
。
日
本

自
由
党
は
鳩
山
一
郎
ら
が
作
っ
た
政
党

で
あ
っ
た
が
、
鳩
山
が
追
放
に
な
り
多

く
の
同
志
が
党
を
離
れ
て
行
く
中
、
鳩

山
が
復
帰
す
る
ま
で
「
日
本
自
由
党
」

の
看
板
を
反
骨
の
精
神
で
守
っ
た
。 

「
炎
の
人
生
」
47
頁
。「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」

の
鳩
山
薫
の
世
耕
さ
ん
の
お
も
い
で

（
１
２
９
頁
）
よ
り
。

⑺
総
長
が
尊
敬
し
師
事
し
た
三
人
の
政
治

家
と
は
、
尾
崎
咢
堂
（
行
雄
）（「
遺
墨

集
」
50
頁
）
鳩
山
一
郎
（
51
頁
）
石
橋

湛
山
（
52
頁
）
で
あ
る
。

⑻
総
長
は
大
学
に
き
て
時
間
が
あ
れ
ば
よ

く
学
内
を
巡
視
し
、
通
り
が
か
り
の
研

究
室
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
中
で
研
究
し

て
い
る
教
員
に
、「
頑
張
っ
て
い
ま
す

ね
」
と
気
さ
く
に
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
が
、
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
当
時
在
職

し
て
い
た
人
々
が
語
っ
て
い
る
。
総
長

が
大
学
に
来
て
い
る
と
き
、
誰
で
も
話

を
し
た
い
と
き
は
訪
ね
て
く
る
よ
う
に

と
、
別
館
屋
上
に
校
旗
を
揚
げ
た
。
こ

の
よ
う
に
多
く
の
教
職
員
に
直
接
会
っ

て
交
流
す
る
こ
と
を
望
ま
れ
て
い
た
。

⑼
ブ
ラ
ジ
ル
に
分
校
を
作
る
と
い
う
話
は

「
炎
の
人
生
」
91
頁
。「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」

１
７
５
頁
。

⑽「
洗
心
」
と
い
う
文
言
が
よ
く
揮
毫
に

運
動
に
つ
い
て
「
洗
心
の
人
」
54
頁
、

86
頁
。
世
耕
の
選
挙
は
権
力
と
の
戦
い

で
あ
っ
た
。
政
治
家
生
活
を
通
じ
て
八

勝
五
敗
が
総
選
挙
の
成
績
で
あ
っ
た
。

⑷「
不
倒
館
」
は
世
耕
弘
一
の
建
学
に
関

す
る
史
料
を
収
集
、
保
存
、
展
示
し
て

い
る
も
の
で
、
こ
の
論
文
に
関
連
す
る

資
料
の
主
な
も
の
は「
回
想
世
耕
弘
一
」

「
回
想
世
耕
政
隆
」「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」（
入

学
・
卒
業
式
の
総
長
訓
辞
、
回
想
世
耕

弘
一
の
中
か
ら
抜
粋
し
た
著
名
人
や
大

学
幹
部
の
回
想
記
、
世
耕
弘
一
小
伝
、

年
譜
な
ど
）「
炎
の
人
生
」（
評
伝
世
耕

弘
一
）「
遺
墨
集
」
世
耕
弘
一　

世
耕

政
隆
の
横
額
、
掛
け
軸
、
色
紙
、
短

冊
、
木
彫
り
、
銅
板
な
ど
収
録
。 「
大

政
翼
賛
会
に
抗
し
た
40
人
」（
著
楠
精

一
郎
）「
山
は
動
か
ず
」（
小
説
、漫
画
）

「
洗
心
の
人
」「
不
倒
館
も
の
が
た
り
」

（
不
倒
館
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
）

等
々
。

⑸
世
耕
弘
一
が
世
に
残
し
た
墨
筆
を
建
学

史
料
室
が
縁
故
あ
る
多
く
の
方
々
に
呼

び
か
け
て
収
集
し
た
も
の
は「
遺
墨
集
」

に
収
録
し
て
い
る
が
、
展
示
室
に
掲
額

さ
れ
て
い
な
い
実
物
の
横
額
、
掛
け
軸
、

色
紙
な
ど
は
、
同
室
の
特
設
ケ
ー
ス
に

保
存
し
て
い
る
。
本
学
で
講
演
の
た
め

来
訪
さ
れ
た
あ
る
有
名
な
女
流
書
家
は
、

世
耕
弘
一
の
書
を
見
て
「
西
郷
隆
盛
の

［
敬
天
愛
人
］
を
思
い
起
さ
せ
、
肉
付

き
が
重
厚
で
力
強
さ
、
た
く
ま
し
さ
を

感
じ
、
男
気
が
あ
る
。」
と
コ
メ
ン
ト

さ
れ
て
い
た
。（
な
お
、
堀
部
氏
論
文

の
表
題
に
「
自
然
主
義
的
人
間
愛
（
敬

天
愛
人
）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
記

た
卒
業
式
で
の
総
長
訓
辞
が
あ
や
ぶ
ま

れ
た
た
め
、
こ
の
色
紙
を
書
き
印
刷
し

て
、
卒
業
生
全
員
に
贈
っ
た
も
の
で
あ

る
。
中
国
の
古
典
四
書
の
「
大
学
」
か

ら
引
用
し
た
も
の
。
こ
れ
に
一
歩
深
め

心
眼
を
加
え
た
「
心
眼
廣
体
胖
」
と
そ

の
い
ず
れ
か
に
、
校
歌
を
入
れ
た
当
時

出
は
じ
め
の
ソ
ノ
シ
ー
ト
も
添
え
て

贈
っ
た
。 「
炎
の
人
生
」 

１
０
３
頁
。 

「
遺
墨
集
」
25
頁
。

⑵
岸
内
閣
で
経
済
企
画
庁
長
官
に
就
任
し

た
と
き
、
国
会
冒
頭
に
行
わ
れ
る
総
理

大
臣
の
施
政
方
針
演
説
の
ほ
か
、財
政
・

外
交
・
経
済
演
説
が
あ
り
、
自
分
の
経

済
演
説
の
原
稿
の
中
に
あ
っ
た
、
官
僚

が
作
っ
た
「
後
進
国
」
と
い
う
用
語

は
、
相
手
を
見
下
げ
た
言
い
方
で
好
ま

し
く
な
い
と
し
て
修
正
を
指
示
さ
れ
た

こ
と
。「
結
局
今
日
で
は
「
低
開
発
国
」

か
ら
「
発
展
途
上
国
」
に
変
わ
り
、
世

耕
先
生
は
す
で
に
十
年
前
に
、
今
日
の

南
北
問
題
に
つ
い
て
の
感
覚
を
も
っ
て

お
ら
れ
た
わ
け
で
頭
が
下
が
り
ま
す
」

と
当
時
の
大
臣
官
房
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「
炎
の
人
生
」
50
頁
。「
学
ぶ
こ
こ

ろ
」
１
５
３
頁
。

⑶
政
治
家
世
耕
弘
一
は
選
挙
民
に
説
教
し

た
り
す
る
の
で
、
選
挙
は
下
手
で
あ
っ

た
。
理
由
は
選
挙
民
に
お
も
ね
る
こ
と

な
く
、
頭
ひ
と
つ
下
げ
る
こ
と
す
ら
な

い
。
陳
情
に
訪
れ
た
市
長
村
長
な
ど

へ
の
対
応
で
も
、「
地
元
も
大
事
だ
が
、

優
先
す
べ
き
は
先
ず
国
だ
。
国
家
あ
っ

て
の
地
元
だ
ろ
う
」
と
正
論
を
ず
ば
り
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
選
挙
に
強
い
わ
け

が
な
い
。「
炎
の
人
生
」
50
頁
。
選
挙
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る
こ
と
や
、
繁
っ
た
松
を
切
る
こ
と
が

植
樹
法
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
落

と
し
た
、
全
く
山
村
の
生
活
を
知
ら
な

い
者
の
単
純
な
理
屈
で
あ
る
。」
熊
野

の
山
村
で
育
っ
た
世
耕
な
ら
で
は
の
批

判
で
あ
る
。

⒁
水
産
資
源
開
発
の
た
め
の
研
究
所
設
立

と
原
子
炉
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
実
学

教
育
推
進
の
象
徴
と
し
て「
炎
の
人
生
」

64
頁
か
ら
78
頁
。

⒂
低
い
授
業
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
教
職
員
や
学
生
に
は
そ
の
よ
う
な

認
識
は
薄
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和

五
十
年
ご
ろ
ま
で
の
近
畿
大
学
の
授
業

料
は
、
全
国
平
均
以
下
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
総
長
が
「
私
の
理
想
は
す
べ
て
の

人
々
が
大
学
を
卒
業
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
学
教
育
が
国
民
に
と
っ
て
普

通
教
育
と
同
じ
に
な
る
。
そ
う
な
っ
て

こ
そ
わ
が
国
は
、
は
じ
め
て
世
界
に
そ

の
存
在
を
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。」

開
か
れ
た
大
学
を
か
か
げ
大
衆
路
線
を

歩
み
、「
学
び
た
い
者
に
は
学
ば
せ
た

い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
授
業
料

も
最
も
低
く
設
定
し
て
い
た
た
め
、
設

備
改
善
に
は
充
分
手
が
回
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
、
ま
た
、
教
職
員
の
給
与
が
低

か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
昭
和

三
十
四
年
の
入
学
式
で
総
長
は
「
本
日

の
入
学
生
は
二
千
五
百
人
で
す
が
、
数

年
後
に
は
一
万
人
の
新
入
生
を
迎
え
入

れ
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

【
編
集
部
追
記
】

「
注
釈
と
解
説
」
に
つ
い
て

　

こ
の
堀
部
治
氏
の
本
論
文
は
「
不

倒
館
」
に
あ
る
幾
つ
か
の
資
料
に
目

を
通
さ
れ
た
後
、
評
論
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
読
者
の
中
に
そ
の

元
に
な
る
内
容
が
承
知
さ
れ
て
い
な

い
方
々
も
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
元
建

学
史
料
室
長
の
當
仲
將
宏
（
元
附
属

高
等
学
校
・
中
学
校
校
長
）
が
、
堀

部
治
氏
に
快
諾
を
得
た
う
え
、
こ
の

「
注
釈
と
解
説
」
を
補
注
い
た
し
ま

し
た
。
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
筆
者
堀
部
治
（
ほ
り
べ

お
さ
む
）
氏
は
、
元
理
工
学
部
（
原

子
炉
工
学
科
）
教
授
で
、
昭
和
四
十

年
四
月
か
ら
、
平
成
七
年
三
月
ま
で

在
職
さ
れ
ま
し
た
。
世
耕
弘
一
の
人

物
論
の
多
く
は
、
回
想
記
な
ど
で
見

ら
れ
る
が
、
直
接
面
識
の
な
か
っ
た

堀
部
氏
が
書
か
れ
た
世
耕
弘
一
論
は

ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ご
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

附
属
豊
岡
高
等
学
校　

校
長

　
　

藤
原　

健
一

　

本
校
は
昭
和
三
十
九
年
、
生
徒
急
増

期
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
た
高
等
学
校

進
学
率
の
上
昇
期
に
、
地
元
の
熱
烈
な
誘

致
活
動
の
期
待
に
応
え
る
と
言
う
形
で
、

近
畿
大
学
創
設
者
世
耕
弘
一
先
生
の
英
断

に
よ
り
兵
庫
県
北
部
唯
一
の
私
立
女
子
高

等
学
校
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

開
校
に
当
た
り
世
耕
弘
一
先
生
は
人
格

形
成
を
強
く
望
ま
れ
、
入
学
式
に
お
い
て
、

「
近
畿
大
学
の
高
等
学
校
は
ど
う
い
う
教

育
方
針
か
と
申
し
ま
す
と
、『
心
の
美
人
』

を
つ
く
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
心
を
中

心
と
し
て
、
孝
行
、
行
儀
、
作
法
も
心
の

現
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
心
は
形
を

つ
く
り
、
形
は
心
を
整
え
る
。
ま
ず
、
人

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

開校を祝うゲート  昭和39年4月 C棟前

自然之道以為實
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か
ら
愛
さ
れ
、
そ
の
上
で
豊
か
な
教
養

と
学
問
が
身
に
付
け
ば
、
当
然
な
が
ら
周

り
か
ら
も
信
頼
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
。
人
格

と
い
う
器
に
学
問
を
詰
め
込
む
。」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
教
学
の
方
針
が
附
属
学
校
の
近
畿

大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
未
来
志
向

の
実
学
教
育
」
と
「
人
格
の
陶
冶
」
を
基

本
に
、「
人
に
愛
さ
れ
る
人
、
人
に
信
頼

さ
れ
る
人
、
人
に
尊
敬
さ
れ
る
人
」
を
育

成
す
る
こ
と
を
教
育
の
目
的
と
し
て
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

　

本
校
も
そ
の
教
育
の
理
念
に
基
づ
き

「
知
・
徳
・
体
・
感
の
調
和
の
と
れ
た
全

人
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒

の
豊
か
な
人
格
形
成
を
図
り
、
将
来
、
社

会
・
人
類
の
発
展
に
貢
献
し
得
る
優
れ
た

人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
十
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭

和
六
十
二
年
に
は
文
理
コ
ー
ス
を
設
け
て

男
女
共
学
と
し
、
校
名
を
現
在
の
近
畿
大

学
附
属
豊
岡
高
等
学
校
と
し
ま
し
た
。
更

に
平
成
八
年
に
は
近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中

学
校
を
開
校
し
、
平
成
十
一
年
に
は
中
高

一
貫
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
県
下
で
も
有
数
の
進
学
校
と
し
て
地

域
で
も
一
定
の
評
価
を
し
て
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、

法
人
本
部
の
ご
支
援
と
ご
指
導
、
歴
代
校

長
先
生
を
始
め
先
輩
先
生
方
の
ご
努
力
に

よ
り
、
現
在
で
は
志
願
者
も
但
馬
・
丹
後

を
始
め
、
県
下
一
円
、
更
に
は
県
外
か
ら

も
応
募
し
て
く
る
と
い
う
学
校
に
発
展
し

ま
し
た
。

　

卒
業
生
も
一
万
人
を
超
え
国
内
外
の
各

方
面
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ

と
え
に
本
校
教
育
の
充
実
発
展
の
た
め
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

学
園
関
係
者
の
方
々
を
始
め
、
地
域
、
育

友
会
、
そ
し
て
卒
業
生
の
皆
様
の
多
大
な

る
ご
貢
献
の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
後
私
学

を
取
り
巻
く
教
育
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
改
め
て
私
学
と

し
て
の
特
色
を
一
段
と
鮮
明
に
し
、「
建

学
の
精
神
」
を
教
育
の
理
念
と
し
、「
人

に
愛
さ
れ
、
人
に
信
頼
さ
れ
、
人
に
尊
敬

さ
れ
る
人
」
を
育
成
し
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
に
育
成
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
も
、
保
護
者
、
同
窓
会
、
地
域
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
愛
さ
れ
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
、
情
熱
と
愛
情

を
も
っ
て
邁
進
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。

附
属
小
学
校　

校
長

中
川　

京
一

　

附
属
小
学
校
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
、

初
代
総
長
の
世
耕
弘
一
先
生
が
理
想
的
な

総
合
学
園
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
大
き

な
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
幼
稚
園
か
ら
大

学
・
大
学
院
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
た
理

想
の
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
、
今
年
創
立
六
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

世
耕
弘
一
先
生
の
建
学
理
念
『
教
育
の

目
的
は
、
人
に
愛
さ
れ
る
人
、
信
頼
さ
れ

る
人
、
尊
敬
さ
れ
る
人
を
育
成
す
る
こ
と

に
あ
る
』
を
も
と
に
、「
健
康
教
育
」「
道

徳
教
育
」「
英
知
教
育
」
に
重
き
を
お
い

た
全
人
教
育
を
行
っ
て
き
た
本
校
は
、
創

立
当
初
、
ま
わ
り
に
ま
だ
田
園
風
景
が
広

が
る
東
大
阪
の
町
で
「
優
秀
児
の
特
別
教

育
」
を
標
榜
し
、
私
学
な
ら
で
は
の
特
色

あ
る
教
育
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
挨
拶
や
礼
儀
作
法
な
ど
へ
の
厳
し
い

指
導
は
近
隣
の
方
々
か
ら
「
道
徳
学
校
」

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
人
格
を
育
て
る
こ
と

が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
地
に
体
験
す
る
こ
と
を
重
視

し
た
教
育
活
動
と
し
て
、
一
年
生
か
ら
全

学
年
で
宿
泊
行
事
が
行
わ
れ
、
三
年
生
が

行
う
吉
野
学
舎
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
園
の
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
実
学
教
育
」
と
「
人
格
の
陶

冶
」
の
実
践
は
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

旧
校
舎
の
一
部
老
朽
化
と
、
関
西
圏
に

お
け
る
私
立
小
学
校
増
加
に
伴
う
競
争
激

化
に
対
応
す
る
た
め
、
小
学
校
は
附
属
幼

稚
園
と
共
に
平
成
二
十
二
年
四
月
、
旧
あ

第1回入学式  昭和39年4月8日  豊岡市民体育館

旧校舎での朝礼のようす

附
属
小
学
校

　

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
て

第1回入学式  昭和39年4月8日  世耕弘一総長訓辞
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川嶋誠氏（右）と令嬢の寿里亜さん

ひまわり倶楽部の皆さん

や
め
池
遊
園
地
跡
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

あ
や
め
池
の
畔
に
残
る
自
然
を
生
か
し
た

緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
近
鉄
奈
良
線
菖
蒲

池
駅
の
目
の
前
と
い
う
利
便
性
を
生
か

し
、
現
在
は
六
十
年
の
伝
統
を
大
切
に
し

な
が
ら
も
、
新
し
い
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
大
学
と

連
携
し
た
本
校
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
奈
良
病
院
の
見
学
（
医
学
部
）、

芋
ほ
り
の
実
施
（
農
学
部
）、
法
廷
教
室

で
の
模
擬
裁
判
（
法
学
部
）、
狂
言
鑑
賞

会
（
文
芸
学
部
）、
お
く
す
り
教
室
（
薬

学
部
）、
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
（
理
工
学
部
）、

水
産
研
究
所
・
原
子
力
研
究
所
の
見
学
な

ど
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
位
置
づ

け
る
こ
と
で
、
本
校
独
自
の
教
育
活
動
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
五
、六

年
生
が
自
ら
の
進
路
進
学
を
考
え
る
た
め

に
、
大
学
本
部
の
協
力
を
得
て
、
大
学
見

学
（
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
行
っ
て
お

り
、
近
畿
大
学
が
社
会
に
果
た
し
て
い
る

役
割
を
実
地
に
学
び
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
い

ま
す
。

　

私
立
小
学
校
の
競
争
は
激
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
く
整
っ
た
環
境

と
、
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
園
に
し
か
で

き
な
い
唯
一
無
二
の
教
育
活
動
を
生
か
し

な
が
ら
、
一
層
の
発
展
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

不
倒
館
を
訪
れ
た
方
々

　

本
学
総
合
社
会
学
部
（
環
境
系
専
攻
都

市
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
）
の
学
生
が
、

東
大
阪
Ｇ
地
域
ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議

を
中
心
に
知
り
合
っ
た
方
々
（
ひ
ま
わ
り

倶
楽
部
）
を
対
象
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
を
企
画
。
平
成
二
十
六
年
五
月
十
三

日
、
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
を
含
め
、
ひ

ま
わ
り
倶
楽
部
二
十
六
人
の
皆
さ
ん
が
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
近
畿
大
学
近
隣
に
数
十
年
も
住
ん
で

い
な
が
ら
、
大
学
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
い
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。」
と
好
評
を
博
し
、
早
く
も
第
二

弾
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日
、
本
学
校

友
会
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
部

の
川
嶋
誠
氏
（
米
国
法
人 M

A
K

O
T

O
 

A
U

T
O

PA
RT

S CO
RPO

RA
T

IO
N

 

代

表
取
締
役
）
が
、
令
嬢
と
ご
一
緒
に
来
館
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
ア
メ
リ
カ
で
、
近
畿
大

学
に
は
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
令
嬢
の
寿

里
亜
（Julia

）
さ
ん
と
、
世
耕
弘
一
先

生
の
書
や
勲
一
等
瑞
宝
章
佩
用
の
モ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
興
味
深
く
見
学
し
た
後
、
人
力

車
で
記
念
撮
影
。

　

川
嶋
氏
は
、
法
学
部
経
営
法
学
科
を
昭

和
六
十
三
年
三
月
に
ご
卒
業
。
現
在
は
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
部
幹
事
長
の
重
責
を

担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

川
嶋
氏
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
こ
の
た
び
の
母
校
訪
問
は
、
娘
の
寿

里
亜
に
も
い
い
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
、

日
本
で
暮
ら
す
選
択
肢
も
将
来
あ
る
こ
と

を
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
近
畿
大
学
を
訪
れ
た
後
の
附
属
高
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
集
い
で
は
、
恩

師
の
溝
辺
先
生
を
は
じ
め
先
輩
後
輩
を

含
め
十
五
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
地
の
友
人
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と

本
当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
指
摘
を
受
け
、

改
め
て
ハ
ッ
と
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。」

今年で５年目を迎えるあやめ池キャンパス

第一期生入学式で訓辞を述べられる世耕弘一先生
昭和29年4月12日
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▼
史
資
料
収
集

　

世
耕
弘
一
先
生
、政
隆
先
生
、弘
昭
先
生

ご
生
前
の
関
係
史
資
料
（
出
版
物
、書
簡
、

写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、
そ
の
他

何
で
も
結
構
で
す
）を
、
現
在
も
お
手
元

に
保
管
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
そ
の
関
係

史
資
料
の
ご
寄
贈
又
は
複
製
で
の
ご
提
供

を
賜
り
た
く
、
当
史
料
室
で
は
広
く
皆
様

方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
史
料
室
へ
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館

−

創
設
者
世

耕
弘
一
記
念
室

−

」
の
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
畿
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
右

下
に
あ
る
（
不
倒
館　

創
設
者
世
耕
弘
一

記
念
室　

立
像
の
画
面
）
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
ご
意
見
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

本
誌
や
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご

感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
本
誌
な
ど
の
編
集
に
役
立
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
や
、
広
報
誌
の
中
で
お
名
前
と
と
も

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
五
七
七

−

八
五
〇
二

東
大
阪
市
小
若
江
三

−

四

−

一

近
畿
大
学 

建
学
史
料
室

電 

話
（
〇
六
）
四
三
〇
七

−

三
〇
九
一

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

U
R

L http://w
w

w
.kindai.ac.jp

不
倒
館
入
館
者
数
の
報
告

　

平
成
二
十
一
年
九
月
に
開
設
以
来

の
不
倒
館
入
館
者
数
を
年
度
別
で
報

告
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

　
　
　
　
　
　

 

一
九
五
一
人

平
成
二
十
二
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 
二
四
四
六
人

平
成
二
十
三
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

二
五
七
九
人

平
成
二
十
四
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

二
九
七
一
人

平
成
二
十
五
年
度 

　
　
　
　
　
　

 

四
一
七
二
人

平
成
二
十
六
年
度 

八
月
末

　
　
　
　
　
　

 

二
〇
五
九
人

　

   

総
数　

 

一
六
一
七
八
人

建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

　建学史料室の広報誌「A Way of Life — Seko Koichi — 」が、このたび、近畿大学ホームページ
からご覧いただけるようになりました。
　近畿大学ホームページのトップ右下にある「不倒館 −創設者世耕弘一記念室 −」を選択いただく
と閲覧ができます。
　また、「近畿大学について」→「初代総長（世耕弘一）の魂にふれる」からでも閲覧可能です。
　現在は、第18号と平成二十六年三月発行の第17号を掲載しております。
　不倒館開館日時のお知らせと併せて、ぜひご覧ください。

本誌「A Way of Life」が
近畿大学ホームページでもご覧いただけます


